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「
東
光
寺
仏
像
に
関
す
る
貞
和
文
書
」

じ

ょ

う

わ

市
指
定
有
形
文
化
財
（
古
文
書
）

所
在
地

中
央
公
園

管
理
者

栃
尾
市
教
育
委
員
会

指
定
年
月
日

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日

こ
の
古
文
書
は
、
前
段
、
中
段
、
そ
し
て
後
段
の
三
段
か
ら
構
成
さ

れ
て
お
り
、
全
長
は
約
二
・
三
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
長
大
な
巻
物
で
す
。

ま
ず
前
段
は
、
弘
照
法
師
か
ら
諏
訪
縫
殿
正
高
晴
に
宛
て
た
も
の
で
、

東
光
寺
の
三
仏
と
い
わ
れ
る
大
日
如
来
（
県
指
定
文
化
財
）
、
毘
沙
門

天
、
不
動
明
王
の
由
来
を
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
三
仏
を
子
々
孫
々
に

わ
た
っ
て
、
守
り
継
い
で
欲
し
い
と
い
う
依
頼
の
置
文
（
遺
書
の
こ

お
き
ぶ
み

と
）
で
す
。

中
段
は
、
前
段
を
受
け
て
、
諏
訪
高
晴
よ
り
弘
照
法
師
に
宛
て
た
も

の
で
、
諏
訪
家
の
家
柄
を
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
依
頼
さ
れ
た
三

仏
を
守
り
継
ぐ
決
心
を
打
ち
明
け
て
い
ま
す
。
日
付
は
と
も
に
貞
和
二

（
一
三
四
六
）
年
五
月
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
後
段
は
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
七
月
二
日
、
長
岡
城
主

堀
秀
治
の
家
臣
に
よ
る
後
書
き
で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
栃
尾
市
に
あ
る
、
県
・
市
指
定
の
文
化

財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
（文
化
セ
ン
タ
ー
内

‐２
０
２
０
）

52

27

と
ち
お
の
文
化
財
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施 設 名 休 館 日
市 民 会 館 毎月第１・第３月曜日
文 化 セ ン タ ー 毎月第２月曜日の9～17時

各 公 民 館 図 書 室 毎週月曜日
施 総 合 体 育 館 毎週月曜日
設 吉水ふれあい体育館 毎週月曜日
の 美 術 館 毎週月曜日

毎週火曜日休 杜 々 の 森
館 ふるさと交流広場 毎週火曜日

毎週水曜日日 道 院 高 原
産業交流センター 毎週月曜日
物 産 館 毎週水曜日



ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い
」
の

五
つ
の
選
択
肢
か
ら
回
答
い
た
だ
き

ま
し
た
。

<

プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
項
目>

市
役
所
職
員
に
対
し
て
プ
ラ
ス
の

印
象
を
受
け
る
と
い
う
項
目
に
は
、

「
親
切
で
丁
寧
な
対
応
を
し
て
く
れ

る｣

、｢

あ
い
さ
つ
や
身
だ
し
な
み
が

き
ち
ん
と
し
て
い
る
」
に
五
〇
％
以

上
の
人
が
「
そ
う
思
う
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

逆
に
「
そ
う
思
わ
な
い
」
ま
た
は

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な

い
」
と
い
う
回
答
が
多
く
あ
っ
た
項

目
は
、｢

行
財
政
改
革
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る｣

、｢

時
間
外
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
熱
心
で
あ
る｣

、

｢

幅
広
い
視
野
を
も
っ
て
い
る｣

、

｢

新
し
い
も
の
の
見
方
や
考
え
方
が

で
き
る
」
で
す
。

<

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
項
目>

市
役
所
職
員
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス

の
印
象
を
受
け
る
と
い
う
項
目
は
、

「
職
員
の
人
数
が
多
い
」
に
六
五
・

六
％
の
人
が
「
そ
う
思
う
」
あ
る
い

は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う
」
と
回
答
。

こ
の
ほ
か
「
前
例
や
慣
習
に
こ
だ

わ
り
す
ぎ
る｣

、｢

縦
割
り
で
横
の
連

絡
や
調
整
が
不
十
分
で
あ
る｣

、｢

コ

ス
ト
意
識
が
低
い｣

、｢

サ
ー
ビ
ス
精

神
が
足
り
な
い｣

、｢

信
頼
感
が
低
下

し
て
い
る
」
と
い
う
項
目
も
、｢

そ

う
思
わ
な
い｣

、｢

ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
そ
う
思
わ
な
い
」
と
い
う
回
答
よ

り
「
そ
う
思
う｣

、｢

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
そ
う
思
う
」
と
い
う
回
答
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
・
事
業
三
十
五
項
目
に

つ
い
て
満
足
度
（｢

満
足
し
て
い
る｣

、

｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足｣

、｢

ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満｣

、｢

不
満
で

Ｑ

市
役
所
で
実
施
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
？

あ
る｣

の
選
択
肢
）
、
重
要
度(｢

と

て
も
重
要
で
あ
る｣

、｢

重
要
で
あ

る｣

、｢

重
要
で
な
い｣

、｢

全
く
重
要

で
な
い
」
の
選
択
肢
）
に
つ
い
て
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
満
足
度

「
満
足
し
て
い
る｣

、｢

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
満
足
」
と
い
う
回
答
が
多

い
項
目
は
、｢

広
報
と
ち
お
に
よ
る

情
報
提
供｣

、｢

上
水
道
整
備｣

、｢

市

外
に
出
る
道
路
網
の
整
備｣

、｢

市
税

等
の
口
座
振
替
制
度｣

、｢

ガ
ス
の
安

定
供
給｣

、｢

下
水
道
整
備｣

、｢

基
本

健
康
診
査
・
が
ん
検
診｣

、｢

花
い
っ

ぱ
い
活
動
」
で
、
回
答
者
が
六
〇
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
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職員に対する悪いイメージ
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員の人数が多い

前例や慣習にこだわりすぎる

縦割りで横の連絡や調整が不充分である

コスト意識が低い

サービス精神が足りない

信頼感が低下している

態度が横柄である

専門的知識が足りない

そう思う どちらかといえばそう思う 分からない、何ともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明

アンケートにより４月から文字を大きくした「広報とちお」。
これからも見やすい、読みやすい紙面づくりを目指します

市
は
、
「
自
然
と
人
が
共
生
す
る

う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
民
の
視
点
か
ら
市
役
所
の
サ
ー

ビ
ス
を
評
価
し
、
今
後
の
改
善
に
生

か
す
た
め
、
市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
と
行
政
が
情
報
を
共

有
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
情
報
通

信
基
盤
の
整
備
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
民
の
情
報
化
の
現
状
と

ニ
ー
ズ
を
知
る
た
め
、
市
民
情
報
化

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト

を
、
次
回
市
民
情
報
化
ア
ン
ケ
ー
ト

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
調
査
概
要

市
内
に
居
住
す
る
十

調
査
対
象

八
歳
以
上
八
十
歳
未
満
の
男
女

年
齢
、
居
住
地
区
を

抽
出
方
法

加
味
し
て
抽
出

調
査
表
配
布
お
よ
び
回
収
状
況

配
布
数
…
七
〇
〇
人

回
収
数
…
四
三
四
人

回
収
率
…
六
二
・
〇
％

平
成
十
五
年
二
月
十

調
査
期
間

八
日
〜
二
十
八
日

郵
送
に
よ
る
配
布
・

実
施
方
法

回
収

各
質
問
項
目
に
つ
い
て
「
そ
う
思

う｣

、｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思

う｣

、｢

分
か
ら
な
い
・
何
と
も
い
え

な
い｣

、｢

そ
う
思
わ
な
い｣

、｢

ど
ち

Ｑ

市
役
所
職
員
の
応
対
や
能

力
な
ど
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
印
象
を
お
持
ち
で
す
か
？
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市
民
の
声
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
ま
と
ま
る

〜

市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
編

〜

職員に対する良いイメージ
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4.6
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

親切で丁寧な対応をしてくれる

あいさつや身だしなみがきちんとしている

事務処理がスムーズである

公平・平等な取扱いをしてくれる

何事にも気軽に相談できる

行財政改革に積極的に取り組んでいる

時間外のボランティア活動に熱心である

幅広い視野をもっている

新しいものの見方や考え方ができる

そう思う どちらかといえばそう思う 分からない、何ともいえない

どちらかといえばそう思わない そう思わない 不明

４月から公民館で行っている日曜日の窓口業務。
市民が利用しやすい市役所を目指します



5

|||||広報とちお15.6.5|||||

「
よ
く
利
用
し
て
い
る｣

、｢

と
き
ど

き
利
用
し
て
い
る｣

、｢

ほ
と
ん
ど
利

用
し
て
い
な
い
」
の
選
択
肢
か
ら
回

答
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の

施
設
に
対
す
る
満
足
度
を
「
満
足
し

て
い
る｣

、｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満

足｣

、｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満｣

、

｢

不
満
で
あ
る｣

、｢

利
用
し
て
い
な

い
の
で
わ
か
ら
な
い
」
の
選
択
肢
か

ら
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
各
施
設
に
つ
い
て
の
意

見
を
自
由
に
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
利
用
状
況

市
内
の
公
共
施
設
で
「
よ
く
利
用

し
て
い
る｣

、｢

と
き
ど
き
利
用
し
て

い
る
」
と
い
う
回
答
が
多
い
施
設
は

「
道
の
駅｣

、｢

杜
々
の
森
名
水
公

園｣

、｢

市
民
会
館｣

、｢

総
合
体
育

館｣

、｢

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
、

回
答
者
が
三
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

逆
に
「
よ
く
利
用
し
て
い
る｣

、

｢

と
き
ど
き
利
用
し
て
い
る
」
と
い

う
回
答
が
少
な
く
、｢

ほ
と
ん
ど
利

用
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多

い
施
設
は
「
市
営
駐
車
場｣

、｢

吉
水

運
動
広
場｣

、｢

塩
谷
地
区
開
発
セ
ン

タ
ー｣

、｢

西
谷
地
区
開
発
セ
ン
タ

ー｣

、｢

東
谷
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー｣

、

｢

吉
水
ふ
れ
あ
い
体
育
館
（
旧
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
）｣

、｢

市
民
テ
ニ

ス
コ
ー
ト｣

、｢

塩
谷
運
動
広
場｣

、

｢

農
林
業
資
料
館
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
満
足
度

｢

満
足
し
て
い
る｣

、｢

ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
満
足
」
と
い
う
回
答
が
多

い
施
設
は
「
道
の
駅｣

、｢

杜
々
の
森

名
水
公
園｣

、｢

市
民
会
館｣

、｢

文
化

セ
ン
タ
ー｣

、｢

産
業
交
流
セ
ン
タ

ー｣

、｢

総
合
体
育
館
」
で
、
回
答
者

が
二
五
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

一
方
、｢

不
満
で
あ
る｣

、｢

ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
い
う
回
答

が
多
い
施
設
は
、
利
用
状
況
が
低
か

っ
た
施
設
と
重
複
し
て
い
ま
す
。

　
各
施
設
に
つ
い
て
の
意
見

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
の
う
ち
、

複
数
の
人
が
同
じ
よ
う
な
意
見
を
記

入
し
て
い
る
の
は
、
次
の
も
の
で
す
。

○
市
民
会
館

・
管
理
人
の
態
度
が
悪
い

・
使
用
す
る
前
に
準
備
し
よ
う
と
し

て
少
し
早
く
行
っ
て
も
、
部
屋
の

鍵
を
開
け
て
く
れ
な
い

・
汚
い

・
階
段
が
多
い

・
会
場
が
狭
い

・
使
用
料
が
高
い

・
駐
車
場
が
不
足

○
文
化
セ
ン
タ
ー

・
何
に
利
用
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な

い
○
公
民
館
図
書
室

・
ス
ペ
ー
ス
が
狭
い

・
学
習
室
を
充
実
し
て
ほ
し
い

・
休
館
日
を
な
く
し
て
ほ
し
い

・
自
分
の
読
み
た
い
本
が
ど
こ
に
あ

る
か
わ
か
り
づ
ら
い

・
独
立
し
た
図
書
館
が
必
要

・
本
が
古
く
、
ほ
か
の
図
書
館
よ
り

本
の
数
が
少
な
い

○
美
術
館

・
必
要
な
い

○
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

・
交
通
の
便
が
悪
い

・
必
要
な
い

○
道
の
駅

・
温
泉
施
設
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

○
ふ
る
さ
と
交
流
会
館

・
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

・
必
要
な
い

○
道
院
高
原

・
道
路
に
危
険
箇
所
が
多
い
。
道
が

も
っ
と
広
く
な
る
と
よ
い

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場

・
コ
ー
ス
が
狭
い
、
短
い

・
交
通
の
便
が
悪
い

○
杜
々
の
森
名
水
公
園

・
遊
具
な
ど
も
っ
と
子
ど
も
の
遊
び

場
を
増
や
し
て
ほ
し
い

・
交
通
不
便
の
た
め
利
用
し
て
い
な

い
○
中
央
公
園

・
ゴ
ミ
が
散
ら
か
っ
て
い
る
。
池
や

ト
ン
ネ
ル
内
も
汚
い

・
遊
具
が
少
な
い

○
市
営
駐
車
場

・
一
回
も
使
っ
た
こ
と
が
無
い

・
必
要
な
い

各施設の評価

143

113

110

78

131

191

69

61

78

176

113

107

37

132

11

29

10

11

56

19

22

15

4

144

132

97

79

132

161

80

67

75

147

105

102

53

125

27

29

19

21

55

21

24
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市民会館

文化センター

公民館図書室

美術館

産業交流センター

道の駅

ふるさと交流会館

道院高原

ﾌｧﾐﾘｰｽｷｰ場

杜々の森名水公園

中央公園

秋葉公園

市営駐車場

総合体育館

吉水ふれあい体育館

吉水運動広場

塩谷運動広場

市民テニスコート

老人福祉ｾﾝﾀｰ皆楽荘

西谷地区開発ｾﾝﾀｰ

塩谷地区開発ｾﾝﾀｰ

東谷克雪管理ｾﾝﾀｰ

農林業資料館

434
(人）

よく利用している・ときどき利用している 満足している・どちらかといえ

4
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逆
に
、｢

不
満
で
あ
る｣

、｢

ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
い
う
回
答

が
多
い
項
目
は
、｢

市
民
の
声
が
市

政
に
反
映
さ
れ
て
い
る｣

、｢

安
全
で

歩
き
や
す
い
道
路
整
備｣

、｢

道
路
・

歩
道
除
雪
の
状
態｣
、｢
防
犯
灯
・
街

路
灯
の
整
備
状
況｣

、｢
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
」
で
、
回

答
者
が
四
〇
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
重
要
度

｢

と
て
も
重
要
で
あ
る｣

、｢

重
要

で
あ
る
」
と
い
う
回
答
が
多
い
項
目

は
、｢

広
報
と
ち
お
に
よ
る
情
報
提

供｣

、｢

道
路
・
歩
道
除
雪
の
状
態｣

、

｢

防
犯
灯
・
街
路
灯
の
整
備
状
況｣

、

｢

ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動｣

、

｢

安
全
で
歩
き
や
す
い
道
路
整
備｣

、

｢

市
内
の
生
活
道
路
の
整
備｣

、｢

市

外
に
出
る
道
路
網
の
整
備｣

、｢

基
本

健
康
診
査
・
が
ん
検
診｣

、｢

上
水
道

整
備
」
で
、
回
答
者
が
七
〇
％
を
超

え
て
い
ま
す
。

市
内
二
十
三
カ
所
の
公
共
施
設
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
用
状
況
を

Ｑ

公
共
施
設
の
利
用
状
況
と

そ
の
施
設
の
満
足
度
は
？

満
足
度
よ
り
も
重
要
度
が
高

い
項
目
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

サービスや事業の評価
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134
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136

255

293
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167
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301
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307

277
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279
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277
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162
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217
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281
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241

285
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328
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335
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287
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217
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253
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267
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216

349
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広報とちおによる情報提供

市民の声が市政に反映されている

市の財政状況についての情報提供

長岡地域広域行政組合の事業

情報公開・個人情報保護の制度

国民健康保険の総合健康診断

市税等の口座振替制度

安全で歩きやすい道路整備

防犯灯・街路灯の整備状況

克雪住宅整備の補助金制度

市外に出る道路網の整備

市内の生活道路の整備

道路・歩道除雪の状態

上水道整備

下水道整備

花いっぱい活動

ガスの安定供給

農地のほ場整備や棚田の保全

農家の米や野菜づくり支援

基本健康診査・がん検診

乳幼児健診

デイサービス事業

子育て支援・育児相談

市内の河川の水質

ごみの分別・リサイクル活動

Ｕターン就職者の支援

とちお祭の行事

産業交流センターのパソコン講座

奨学金制度

公民館の生涯学習講座

火災予防の広報活動

地域の消防団活動

消火栓・防火水槽の整備

応急手当の指導講習会

消防署・消防団の車両の整備

434
（人）

満足している・どちらかといえば満足 とても重要である・重要である



地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の

三
第
一
項
お
よ
び
栃
尾
市
財
政
状
況

の
公
表
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
、
平

成
十
四
年
度
下
期
（
十
月
一
日
か
ら

三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況

を
公
表
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
当
初

予
算
額
は
、
百
十
九
億
二
千
六
百
万

円
で
、
そ
の
後
十
一
回
の
予
算
補
正

と
十
三
年
度
の
繰
越
明
許
費
な
ど
を

加
え
、
三
月
末
現
在
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
は
、
百
四
十
七
億
二
千
五
百

七
十
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
予
算
現
額
百
四
十

七
億
二
千
五
百
七
十
三
万
円
に
対
し
、

歳
入
の
収
入
済
額
は
百
二
十
九
億
十

六
万
円
で
、
予
算
総
額
に
占
め
る
割

合
は

・
６
％
。
ま
た
、
歳
出
の
支

87

出
済
額
は
百
十
七
億
二
千
五
百
三
十

九
万
円
で
、
支
出
割
合
は

・
６
％

79

で
す
。
科
目
別
の
予
算
額
と
収
入
・

支
出
済
額
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

7

|||||広報とちお15.6.5|||||

平
成
十
四
年
度
予
算
の
執
行
状
況

（
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在
）

一般会計市債現在高

市 有 財 産

特 別 会 計 市税の収納状況

企 業 会 計

会 計 名 区分 金 額
収 益 6億3,961万円

ガ ス 事 業 費 用 5億7,490万円
利 益 6,471万円
収 益 4億4,604万円

上水道事業 費 用 3億7,477万円
利 益 7,127万円

会 計 名 区 分 金 額
予算現額 18億4,717万円

国民健康保険事業 収入済額 16億1,087万円
支出済額 14億4,490万円
予算現額 27億8,684万円

老 人 保 健 医 療 収入済額 25億9,363万円
支出済額 25億6,730万円
予算現額 11億5,716万円

下 水 道 事 業 収入済額 10億7,180万円
支出済額 9億9,486万円
予算現額 2億2,128万円

簡 易 水 道 事 業 収入済額 7,465万円
支出済額 7,139万円
予算現額 114万円

工業団地造成事業 収入済額 443万円
支出済額 18万円
予算現額 7,238万円

農業集落排水事業 収入済額 2億2,335万円
支出済額 5,829万円
予算現額 15億3,196万円

介 護 保 険 事 業 収入済額 13億7,793万円
支出済額 12億8,502万円
予算現額 2,554万円

介 護 支 援 事 業 収入済額 2,482万円
支出済額 2,348万円

区 分 現 在 高 等
土 地 1,340,031㎡
建 物 122,178㎡
有価証券出資等 4億4,598万円
積 財政調整基金 3億6,543万円
立 減 債 基 金 6億7,164万円
金 その他目的基金 12億6,255万円
土地開発基金現在高 6億1,488万円

借 入 先 現 在 高
財 務 省 56億1,534万円
総 務 省 32億4,589万円
公営企業金融公庫 8億2,507万円
市 中 銀 行 等 18億0,780万円
共 済 組 合 等 4,007万円
新 潟 県 1億0,913万円
合 計 116億4,330万円

構成比科 目 収入済額
市 民 税 5億2,022万円 31.6
固定資産税 9億5,994万円 58.4
軽自動車税 5,079万円 3.1

1億0,611万円 6.5市町村たばこ税
705万円 0.4特別土地保有税

入 湯 税 9万円 0.0
合 計 16億4,420万円 100.0

予

算

総

額

歳
入
・歳
出
の
状
況

そ
　

　
の
　

　
他 

消
　

　
防
　

　
費 

衛
　

　
生
　

　
費 

農
林
水
産
業
費 

教
　

　
育
　

　
費 

公
　

　
債
　

　
費 

商
　

　
工
　

　
費 

民
　

　
生
　

　
費 

土
　

　
木
　

　
費 

総
　

　
務
　

　
費 

地
方
交
付
税 

市
　
　
　
　
税 

諸
　

　
収
　

　
入 

県

支

出

金

 

市
　
　
　
　
債 

国
庫
支
出
金 

繰
　

　
入
　

　
金 

繰
　

　
越
　

　
金 

分
担
金
及
び
負
担
金 

そ
　

　
の
　

　
他 
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・
無
料
で
開
放
し
て
ほ
し
い

○
総
合
体
育
館

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
使
用
許
可

証
な
し
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い

・
温
水
プ
ー
ル
が
ほ
し
い

・
駐
車
場
が
少
な
い

○
吉
水
ふ
れ
あ
い
体
育
館
（
旧
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

・
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

・
必
要
な
い

○
塩
谷
運
動
広
場

・
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

・
必
要
な
い

○
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

・
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

・
も
っ
と
利
用
し
た
い

○
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
皆
楽
荘

・
必
要
な
い

○
東
谷
克
雪
管
理
セ
ン
タ
ー

・
必
要
な
い

○
農
林
業
資
料
館

・
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い

・
必
要
な
い

窓
口
で
の
サ
ー
ビ
ス
九
項
目
に
つ

い
て
、
満
足
度
（｢

満
足
し
て
い
る｣

、

｢

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足｣

、｢

ど

Ｑ

窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し

て
い
ま
す
か
、
ま
た
今
後
改

善
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？

ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満｣

、｢

不
満
で

あ
る
」
の
選
択
肢
）
、
今
後
の
力
の

入
れ
方
（｢

大
い
に
充
実
す
べ
き｣

、

｢

充
実
す
べ
き｣

、｢

今
の
ま
ま
で
よ

い｣

、｢

力
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
」

の
選
択
肢
）
に
つ
い
て
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
満
足
度

｢

窓
口
で
の
待
ち
時
間
の
長
さ｣

、

｢
市
民
ロ
ビ
ー
の
快
適
さ｣

、｢

窓
口

で
の
職
員
の
説
明
の
わ
か
り
や
す

さ
」
と
い
う
項
目
は
、｢

満
足
し
て

い
る｣
、｢
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満

足
」
と
い
う
回
答
者
が
六
〇
％
を
超

え
て
い
ま
す
。

一
方
、｢

不
満
で
あ
る｣
、｢

ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
い
う
回
答

が
、｢

満
足
し
て
い
る｣

、｢
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
満
足
」
と
い
う
回
答
を

上
回
っ
て
い
る
項
目
は
、｢

サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
曜
日｣

、｢

市
役
所

駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
力
の
入
れ
方

｢

大
い
に
充
実
す
べ
き｣

、｢

充
実

す
べ
き
」
と
い
う
回
答
が
多
か
っ
た

項
目
は
、｢

市
役
所
駐
車
場
の
ス
ペ

ー
ス｣

、｢

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

曜
日｣

、｢

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

時
間
帯
」
で
、
回
答
者
が
五
〇
％
を

超
え
て
い
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
の
う
ち
、

複
数
の
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
に
つ
い
て

・
土
曜
、
日
曜
日
に
も
窓
口
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。

・
夜
七
時
こ
ろ
ま
で
、
時
間
外
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
ほ
し
い
。

・
除
雪
に
ム
ラ
が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
、

た
く
さ
ん
車
が
通
る
道
だ
け
で
は

な
く
、
細
い
道
も
き
ち
ん
と
除
雪

し
て
ほ
し
い
。

・
ゴ
ミ
の
区
分
を
増
や
し
、
分
別
の

仕
方
を
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
書

面
に
し
て
配
布
し
て
ほ
し
い
。

　
職
員
の
応
対
、
能
力
や
仕
事
の
仕

方
に
つ
い
て

・
市
民
は
お
客
様
で
あ
る
と
い
う
く

ら
い
の
感
じ
で
応
対
願
い
た
い
。

・
窓
口
の
職
員
に
聞
い
て
も
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
専
門
の
話

し
だ
と
困
る
の
で
、
わ
か
る
職
員

を
呼
ん
で
き
て
ほ
し
い
。

・
全
般
に
職
員
の
数
が
多
す
ぎ
る
こ

と
は
、
市
民
の
誰
し
も
が
感
じ
て

い
る
。
市
役
所
内
で
も
何
を
し
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
暇
そ

栃
尾
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
意
見

う
な
人
が
か
な
り
見
受
け
ら
れ
る

し
、
特
に
少
し
年
配
の
人
た
ち
の

中
に
、
態
度
や
意
識
を
改
め
る
べ

き
印
象
を
受
け
る
。
市
役
所
や
職

員
に
対
す
る
不
満
や
、
市
民
感
情

と
の
ず
れ
を
日
常
よ
く
耳
に
す
る

の
で
、
民
間
の
現
状
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
も
っ
と
シ
ビ
ア
に
認
識
し
た

行
政
を
望
む
。

・
仕
事
の
合
間
、
昼
休
み
に
市
役
所

に
行
く
と
、
職
員
が
そ
の
場
で
食

事
を
し
て
い
る
た
め
イ
ヤ
な
顔
を

さ
れ
る
。

時

分
〜

時

分
、

11

30

12

30

時

分
〜

時
に
分
け
た
り
し

12

30

13

て
、
別
室
で
食
事
を
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
方
が
こ
こ
ろ
よ
く
窓
口
に
行

け
る
。

　
市
民
と
行
政
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
い
て

・
普
段
、
市
役
所
を
利
用
す
る
こ
と

の
な
い
人
（
市
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
な
ど
）
は
、
ほ
と
ん
ど
市
政

に
関
わ
る
こ
と
が
な
い
。
そ
う
い

っ
た
人
が
市
政
に
関
わ
る
、
あ
る

い
は
、
何
を
し
て
い
る
か
が
わ
か

る
体
制
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
知
ら
な

い
も
の
が
多
く
あ
っ
た
。

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
公
表
し

て
ほ
し
い
。

　
市
の
政
策
や
経
営
体
制
に
つ
い
て

・
市
役
所
の
職
員
は
多
い
の
で
減
ら

す
べ
き
。

・
こ
れ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
高
齢
化
社

会
に
な
る
の
で
、
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

・
栃
尾
を
離
れ
て
い
く
人
も
い
る
が
、

離
れ
て
か
ら
栃
尾
は
や
っ
ぱ
り
い

い
と
思
う
人
も
い
る
の
で
、
も
っ

と
栃
尾
の
良
い
と
こ
ろ
を
前
面
に

出
し
て
い
き
、
魅
力
あ
る
栃
尾
を

お
互
い
に
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

・
高
齢
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
充

実
し
て
き
た
が
、
少
子
化
対
策
に

つ
い
て
は
不
足
し
て
い
る
。
子
供

た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
ス
ペ
ー

ス
は
少
な
く
、
他
市
へ
出
向
く
こ

と
が
多
い
。
そ
れ
に
栃
尾
で
子
ど

も
が
産
め
な
い
こ
と
は
一
番
の
問

題
で
あ
る
。
子
ど
も
を
安
心
し
て

産
め
な
い
、
育
て
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
栃
尾
市
離
れ
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
も
っ
と
こ
れ
か
ら

の
子
供
た
ち
に
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
詳
細
な
報
告

書
は
市
役
所
三
階
行
政
管
理
課
、
市

役
所
二
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
公
民
館
図

書
室
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

行
政
管
理
課
文
書
行
革
係

問
合
せ52

‐
２
１
７
５
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市議会人事決定

区

分

氏

名

選
挙(

選
任)

年
月
日

選
挙

議

長

平

林

豊

作

Ｈ

・
５
・

15

14
選
挙

副
議
長

多

田

一

Ｈ

・
５
・

15

14

Ｈ

・
５
・

選
任

委
員
会
名

定
数

委

員

15

14

◎
葛
綿

清

○
斎
藤
陽
雄

荒
木
俊
郎

西
片
美
津
男

総
務
文
教

７
名

多
田

一

杵
渕
俊
久

諸
橋
虎
雄

◎
鎌
田
敏
雄

○
飯
　
與
衞

大
崎
嘉
昭

伊
東
喜
代
一

建
設
農
林

７
名

藤
田
君
男

酒
井
猶
一

荒
木
幸
男

◎
高
橋
昭
一

○
高
見
美
加

長
谷
川
一
作

鈴
木
正
一

社
会
経
済

６
名

平
林
豊
作

林

欣
治

◎
鈴
木
正
一

○
杵
渕
俊
久

荒
木
俊
郎

高
見
美
加

議
会
運
営

６
名

藤
田
君
男

荒
木
幸
男

藤

田

君

男

Ｈ

・
５
・

選
任

議

会

選

任

監

査

委

員

15

14
選
挙

新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合
議
会
の
議
員

高

見

美

加

Ｈ

・
５
・

15

14
選
挙

長
岡
地
域
広
域
行
政
組
合
議
会
の
議
員

平
林
豊
作

多
田

一

斎
藤
陽
雄

Ｈ

・
５
・

15

14

杵
渕
俊
久

伊
東
喜
代
一

Ｈ

・
５
・

推
薦

栃
尾
市
農
業
委
員
会
選
任
委
員

15

14

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

議長に平林氏、副議長に多田氏

五
月
一
日
か
ら
健
康
増
進
法
施
行

喫
煙
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
し
た

〜
受
動
喫
煙
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
健
康
増
進
法
。
こ
の
法
律
の
中
に

は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
で
は
、
学
校
や
病
院
、
事
務
所
、
飲
食
店
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
者
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
で
の

受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
役
所
も
庁
舎
内
に
、
六
月
か
ら
喫
煙
ル
ー
ム
（
本
庁
の
み
）

を
設
け
て
分
煙
を
行
い
、
受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
受
動
喫
煙
と
は

「
受
動
喫
煙
」
と
は
、
室
内
ま

た
は
こ
れ
に
準
ず
る
環
境
で
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

急
性
影
響
と
し
て
は
、
体
の
粘

膜
が
、
た
ば
こ
の
煙
、
特
に
副
流

煙
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

生
ず
る
刺
激
症
状
で
、
せ
き
、
鼻

症
状
、
眼
症
状
、
頭
痛
や
呼
吸
抑

制
、
心
拍
増
加
、
血
管
収
縮
な
ど

の
生
理
反
応
。
慢
性
影
響
と
し
て

は
、
肺
が
ん
、
虚
血
性
心
疾
患
な

ど
の
リ
ス
ク
の
上
昇
が
あ
り
ま
す
。

●
受
動
喫
煙
防
止
対
策

市
役
所
本
庁
舎
は
喫
煙
ル
ー
ム

を
設
け
て
分
煙
を
行
い
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
市
が
管
理
し
て
い
る

施
設
は
、
当
面
、
喫
煙
場
所
を
指

定
し
て
受
動
喫
煙
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
課
管
財
係

問
合
せ

‐
５
８
１
５

52

平林 議長

多田 副議長

平
成
十
五
年
度
の
税
制
改
正
に
伴

い
、
特
別
土
地
保
有
税
の
課
税
停
止
、

主
な
審
議
結
果

た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上
げ
な
ど
、

栃
尾
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し

ま
し
た
。

市
税
条
例
と
同
様
に
税
制
改
正
に

栃
尾
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
を
一
部
改
正

伴
い
、
介
護
納
付
金
課
税
額
の
限
度

額
を
七
万
円
か
ら
八
万
円
に
引
き
上

げ
ま
し
た
。

市
税
な
ど
の
納
期
限
を
統
一
し
て

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
介
護

保
険
料
の
普
通
徴
収
に
か
か
る
十
二

月
二
十
八
日
の
納
期
限
を
月
末
ま
で

に
改
正
し
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
（
老
人
保
健
医
療
、
下
水
道

事
業
）
の
予
算
を
補
正
し
、
一
般
会

計
予
算
の
総
額
は
百
四
十
二
億
三
千

七
百
八
十
四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し

た
。最

終
処
分
場
建
設
事
業
の
国
庫
補

助
金
の
増
額
に
伴
い
、
平
成
十
五
年

度
一
般
会
計
予
算
を
補
正
し
、
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
百
二
十
六
億
三

千
九
百
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
十
四
年
度
一
般
会
計

な
ど
の
補
正
予
算

平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

の
補
正
予
算

栃
尾
市
介
護
保
険
条
例
を

一
部
改
正

商
工
観
光
課
長
、
企
画
財
政
課
長

を
歴
任
し
た
元
総
務
課
長
の
外
山
康

男
さ
ん
が
、
議
会
の
同
意
を
得
て
助

役
に
選
任
さ
れ
、
五
月
二
十
九
日
付

け
で
助
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

前
総
務
課
長
の
山
谷
一
郎
さ
ん
が
、

議
会
の
同
意
を
得
て
収
入
役
に
選
任

さ
れ
、
五
月
二
十
九
日
付
け
で
収
入

役
に
就
任
し
ま
し
た
。

助
役
の
選
任

収
入
役
の
選
任

６
月
１
日
付
け(

)

内
旧
職

▽
総
務
課
長
稲
田
悟(

企
画
財
政

課
長)

▽
企
画
財
政
課
長
目
黒
修
一

(

行
政
管
理
課
長)

▽
行
政
管
理
課
長

寺
本
昭
三(

庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務

係
長)

▽
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
商

工
振
興
係
長
多
田
喜
春(

同
課
副
参

事
兼
商
工
振
興
係
長)

▽
庶
務
課
長

補
佐
兼
庶
務
係
長
今
井
博(

商
工
観

光
課
長
補
佐)

◆
退
職
者(

５
月

日
付
け)

28

▽
山
谷
一
郎
（
総
務
課
長
）

8
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市議会の動き
臨 時 会

第
三
回
市
議
会
臨
時
会
が
五
月
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
に

か
か
わ
る
専
決
処
分
の
承
認
、
平
成
十
四
年
度
予
算
補
正
に
か
か
わ
る

専
決
処
分
の
承
認
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、
七
議

案
が
審
議
さ
れ
全
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
尾
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
後
初
議
会
と
な
っ
た
今
回
の
臨
時
会
で
、
議
長
、
副
議
長
お

よ
び
各
常
任
委
員
な
ど
の
議
会
人
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
四
回
市
議
会
臨
時
会
で
は
、

助
役
お
よ
び
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て
の
同
意
案
が
上
程
さ
れ
、
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

栃
尾
市
市
税
条
例
を
一
部

改
正

助役外山康男
小 貫(59歳)

議
員
発
議
に
よ
り
、
守
門
山
系
一
帯
開
発
特
別
委
員
会
（
委
員
六
名
、
委

員
長
杵
渕
俊
久
、
副
委
員
長
鎌
田
敏
雄
）
、
環
境
対
策
特
別
委
員
会
（
委
員

六
名
、
委
員
長
斎
藤
陽
雄
、
副
委
員
長
飯
濱
與
衞
）
、
雇
用
対
策
特
別
委
員

会
（
委
員
六
名
、
委
員
長
酒
井
猶
一
、
副
委
員
長
高
橋
昭
一
）
を
引
き
続
い

て
設
置
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
委
員
十
九
名
、
委

員
長
鈴
木
正
一
、
副
委
員
長
藤
田
君
男
）
を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

議
員
発
議
に
よ
り
特
別
委
員
会
を
設
置

市

職

員

人

事

異

動 収入役山谷一郎
下樫出(58歳)



<

内
容
な
ど>

慣
行
と
は
、
市
町
村
章
、
市
町
村

の
花
・
木
・
歌
、
名
誉
市
町
村
民
な

ど
の
こ
と
。

栃
尾
市
は
、
市
章
、
市
民
憲
章
、

都
市
宣
言
（
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市

宣
言
、
交
通
安
全
都
市
宣
言
）
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
す
る
と
周
辺
地
域
の
住
民
の

意
見
が
、
新
市
の
行
政
に
反
映
さ
れ

に
く
く
な
る
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
旧
市

町
村
単
位
に
「
地
域
審
議
会
」
を
置

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
制
度
調
査
会
が
ま

と
め
た
中
間
報
告
に
よ
る
と
、｢

地

域
自
治
組
織
」
と
い
う
制
度
を
新
た

に
創
設
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
ら
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

<

主
な
意
見>

下
表
の
　
、
　
の
ほ
か
地
域
審

◆
地
域
自
治
組
織
に
つ
い
て

議
会
的
な
も
の
で
十
分
と
す
る
意

見
な
ど
が
出
ま
し
た
。
ま
た
、
自

治
組
織
は
必
要
だ
け
れ
ど
、
あ
ま

り
組
織
を
複
雑
化
し
た
り
権
限
を

強
固
に
し
す
ぎ
る
と
、
合
併
に
よ

る
経
費
削
減
効
果
が
薄
れ
た
り
一

体
感
・
一
体
性
の
確
立
が
遅
れ
た

り
す
る
の
で
は
と
い
っ
た
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

<

協
議
結
果>

次
回
の
協
議
会
で
合
併
の
方
式

な
ど
と
合
わ
せ
て
再
度
協
議
す
る
。

ま
た
、
関
係
市
町
村
長
を
加
え
た

研
究
組
織
に
つ
い
て
事
務
局
、
幹

事
会
で
検
討
す
る
。

※
地
域
自
治
組
織
と
は
、
市
町
村
の

合
併
後
、
総
じ
て
規
模
が
大
き
く

な
り
周
辺
地
域
の
意
見
が
反
映
さ

れ
に
く
く
な
る
と
い
う
不
安
を
解

消
す
る
た
め
、
ま
た
住
民
自
治
を

強
化
す
る
観
点
か
ら
、
合
併
前
の

旧
市
町
村
を
単
位
と
し
て
地
域
特

有
の
事
務
な
ど
を
処
理
で
き
る
組

織
の
こ
と
。

新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会
は
、

住
民
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の
次

の
事
項
に
関
す
る
報
告
を
受
け
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

○
地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

七
、
〇
〇
〇
人
が
対
象
で
、
回
収

率
は
六
一
・
八
％
。
今
回
は
、
中
間

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

現
状
満
足
度
と
今
後
の
重
要
性
で

は
、
地
場
産
業
振
興
、
企
業
誘
致
、

商
店
街
の
活
性
化
、
観
光
資
源
開
発

や
観
光
産
業
の
育
成
で
、
現
在
満
足

度
が
低
く
、
今
後
の
重
要
度
が
高
い

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
３
回
新
市
将
来
構
想
策
定
小
委
員
会

５
／

長
岡
市
役
所

16

○
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

<

主
な
意
見>

・
未
来
の
種
は
、
安
心
安
全
な
農
業

へ
の
取
り
組
み

・
地
域
の
個
性
が
生
か
さ
れ
る
ま
ち

・
地
域
ら
し
さ
を
残
す
こ
と
が
大
事

（
町
名
、
ブ
ラ
ン
ド
）

・
環
境
と
調
和
、
循
環
型
地
域

・
い
ろ
ん
な
輪
・
和
・
環
・
我
・
・

を
作
っ
て
い
こ
う
。

・
老
人
が
元
気
に
活
躍
し
、
暮
ら
し

<ワークショップの流れ>
ワークショップのテーマ・進め方第１回(４／17) ●
地域の宝物・自慢・個性探し第２回(５／２) ●

●新しい地域の姿・イメージ
13 地域の素材をどのようにつなげるか第３回(５／ ) ●

●こんなまちにしたい
まとめと結果発表第４回(５／21) ●

※参加者自身が進め方を考え、７グループ独自の方法で長
岡地域の将来像を提案する方法で行いました。

や
す
い
ま
ち

・
大
切
な
も
の
は
地
域
の
一
体
感
、

住
民
エ
ネ
ル
ギ
ー

※
五
月
二
十
一
日
の
最
終
回
で
は
、

七
グ
ル
ー
プ
が
検
討
結
果
を
発
表
。

こ
れ
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案

さ
れ
た
内
容
は
、
五
月
三
十
日
の

第
四
回
小
委
員
会
で
引
き
続
き
検

討
し
ま
し
た
。

○
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

有
識
者
十
五
人
（
う
ち
栃
尾
二

人
）
に
現
状
の
長
岡
地
域
を
ど
う
評

価
す
る
か
、
新
市
へ
の
期
待
と
懸
念
、

合
併
に
関
す
る
意
見
な
ど
に
つ
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
な

お
、
各
市
町
村
長
、
議
長
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
同
様
に
行
っ
て
い
ま
す
。

11
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栃尾市の市章

第

次
地
方
制
度
調
査
会

27

の
中
間
報
告

地
域
自
治
組
織
の
タ
イ
プ

①
行
政
区
的
な
タ
イ
プ(

法
人
格
な

し)

基
礎
と
な
る
市
町
村

事

務
の
事
務
を
分
掌
す
る
。

地
域
自
治
組
織
の
長

機

関
と
地
域
審
議
会
と
事
務
局

②
特
別
地
方
公
共
団
体
タ
イ
プ(

法

人
格
あ
り)

地
域
自
治
組
織
の
区

事

務
域
に
係
る
地
区
共
同
的
な
事

務
を
処
理
す
る
。

議
決
機
関
と
執
行
機

組

織
関
と
事
務
局

基
礎
と
な
る
市
町
村

財

源
か
ら
の
移
転
財
源
に
よ
る
こ

と
を
原
則
と
す
る
。

い
ず
れ
の
タ
イ
プ
も
法
律
の
改

正
が
必
要
と
な
る
。

協議会を傍聴しませんか？
第６回任意合併協議会

６月９日(月)午後６時～と き
長岡グランドホテルところ
午後５時３０分～受 付

※原則として、どなたでも傍聴できます。た
だし、会場の都合により、先着50人程度
です。

夏のくじ付はがき

を６月16日から販売かもめーる
種 類：無地(くぼみ付)、インクジェット紙、絵入り(夏の海、夏の花)

52-3200価 格：１枚50円 問合せ：栃尾郵便局5

五
月
二
十
日
の
第
五
回
任
意
合
併

協
議
会
で
は
、
合
併
に
関
す
る
基
本

的
な
事
項
十
九
項
目
の
う
ち
、
継
続

協
議
に
な
っ
た
項
目
を
除
く
八
項
目

な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
新
市
将
来
構
想
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
住
民
の
意
見
を
取
り
入

れ
て
い
く
仕
組
み
の
地
域
ア
ン
ケ
ー

ト
、
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
終
了
し
、

小
委
員
会
に
結
果
が
報
告
さ
れ
引
き

続
き
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
協
議
会
委
員
な
ど
の
変
更

四
月
二
十
七
日
に
、
長
岡
市
、
栃

尾
市
、
中
之
島
町
で
議
会
議
員
の
改

選
が
あ
り
、
長
岡
市
議
会
議
長
に
小

熊
正
志
氏
、
栃
尾
市
議
会
議
長
に
平

林
豊
作
氏
が
就
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、

第
５
回
任
意
合
併
協
議
会

５
／

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

20

◆
報
告
事
項

同
二
人
の
委
員
の
変
更
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
尾
市
の
議
長

推
薦
の
議
員
は
、
鈴
木
正
一
氏
（
市

町
村
合
併
調
査
特
別
委
員
会
委
員

長
）
が
、
引
き
続
き
委
員
に
な
り
ま

し
た
。
（
改
選
前
は
議
長
）

○
財
産
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

す
べ
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の

と
す
る
。

※
財
産
と
は
、
市
の
土
地
、
建
物
、

自
動
車
な
ど
の
物
品
、
債
権
、
地

方
債
（
借
金
）
、
基
金
（
貯
金
）

な
ど
の
こ
と
。

○
特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
を
置
く
。
（
そ
の
他
の
特
別
職

の
設
置
に
つ
い
て
は
、
合
併
関
係

市
町
村
の
長
が
別
に
協
議
す
る
）

<

内
容
な
ど>

編
入
合
併
の
場
合
は
、
編
入
さ

◆
合
併
に
関
す
る基

本
的
な
事
項

れ
る
市
町
村
の
特
別
職
は
全
員
失

職
し
ま
す
。
新
設
合
併
の
場
合
は
、

関
係
市
町
村
の
特
別
職
全
員
が
失

職
し
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
後
の

円
滑
な
事
務
の
推
進
を
考
慮
し
て
、

参
与
、
顧
問
な
ど
の
特
別
職
を
置

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
組
織
機
構
お
よ
び
支
所
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

・
旧
市
町
村
の
庁
舎
を
本
庁
ま
た
は

支
所
と
し
て
存
続
す
る
。

・
組
織
機
構
の
再
編
を
段
階
的
・
計

画
的
に
実
施
す
る
。

<
内
容
な
ど>

合
併
方
式
は
未
定
で
す
が
、
新

市
の
事
務
所
の
位
置
は
長
岡
市

（
第
三
回
協
議
会
で
決
定
）
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
当
市
役
所
は

支
所
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
届
け
出

な
ど
は
、
長
岡
に
行
か
な
く
て
も

今
ま
で
ど
お
り
栃
尾
で
行
え
ま
す
。

○
条
例
・
規
則
な
ど
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

条
例
、
規
則
な
ど
は
統
一
し
、
新

市
に
お
け
る
事
務
事
業
に
支
障
が
な

い
よ
う
整
備
す
る
。

<

内
容
な
ど>

八
市
町
村
に
お
け
る
条
例
、
規

則
な
ど
の
総
件
数
は
四
、
一
三
一

件
。
こ
の
う
ち
栃
尾
市
は
一
、
二

三
〇
件
、
長
岡
市
は
一
、
三
八
〇

件
あ
り
ま
す
。

○
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

・
使
用
料
は
、
原
則
現
行
の
と
お
り
。

同
一
ま
た
は
類
似
す
る
施
設
の
使

用
料
は
、
経
過
措
置
後
に
段
階
的

に
調
整
す
る
。

主
に
体
育
館
や
文
化
セ

対

象
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の
使

用
料

・
手
数
料
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る

よ
う
に
努
め
る
。

住
民
票
や
証
明
書
な
ど

対

象
の
発
行
手
数
料

○
公
共
的
団
体
の
取
扱
い

<

主
な
意
見>

団
体
に
対
し
て
合
併
の
呼
び
か

け
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。
合

併
協
議
の
状
況
な
ど
意
見
交
換
を

通
し
て
各
団
体
が
自
主
的
に
判
断

で
き
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
。

<

協
議
結
果>

各
団
体
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
・

実
績
お
よ
び
各
団
体
の
意
向
・
実

情
を
十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
、
法

の
趣
旨
に
沿
っ
た
調
整
に
努
め
る
。

<

内
容
な
ど>

公
共
的
団
体
と
は
、
農
業
協
同

組
合
、
森
林
組
合
な
ど
の
協
同
組

合
、
商
工
会
な
ど
の
産
業
経
済
団

体
、
青
年
団
、
婦
人
会
な
ど
の
文

化
事
業
団
体
、
そ
の
他
社
会
福
祉

協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
な
ど
公
共
的
活
動
を
営
む
団
体

の
こ
と
。

○
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金

の
取
扱
い

<

主
な
意
見>

地
域
振
興
や
お
祭
り
、
イ
ベ
ン

ト
を
商
工
会
で
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
思
う
。
合
併
し
て
も
、

補
助
金
は
今
と
同
額
ま
た
は
今
以

上
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
調
整

案
の
中
に
「
地
域
特
性
」
と
い
う

言
葉
を
加
え
て
ほ
し
い
。

<

協
議
結
果>

事
業
目
的
や
効
果
を
総
合
的
に

勘
案
す
る
中
で
、
公
共
的
必
要
性
、

有
効
性
、
公
平
性
お
よ
び
地
域
特

性
の
観
点
か
ら
、
新
市
に
お
い
て

調
整
を
図
る
。

○
慣
行
の
取
扱
い

<

協
議
結
果>

各
市
町
村
の
地
域
特
性
を
十
分
尊

重
し
な
が
ら
調
整
を
行
う
。

10
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考
え
て
み
よ
う

市
町
村
合
併

そ
の
19

旧
市
町
村
の
庁
舎
を
本
庁
ま
た
は
支
所
と
す



市
は
、
平
成
十
二
年
七
月
か
ら
市

内
三
十
地
区
を
モ
デ
ル
に
リ
サ
イ
ク

ル
品
（
空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
新
聞

紙
、
雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
）
の
収
集
を

開
始
。
平
成
十
三
年
六
月
か
ら
は
、

市
内
全
域
で
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
協
力
で
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
収
集
量
は
、
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も

の
は
捨
て
ず
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま
し

ょ
う
。

平
成
十
四
年
度
は
、
平
成
十
三
年

度
に
比
べ
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
総
量
で

約
四
割
、
中
で
も
雑
誌
が
八
割
も
増

◆
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
量
は
増
え

て
い
ま
す

え
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
中
に

は
、
少
額
で
も
市
の
収
入
に
な
る
も

の
や
、
反
対
に
お
金
を
払
い
処
理
業

者
に
搬
出
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

費
用
の
負
担
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
球

環
境
の
保
護
と
い
う
大
き
な
目
的
の

た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

市
民
が
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
近
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
出
し
方

が
、
非
常
に
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
空
き
缶
や
空
き
び
ん
を
燃

え
な
い
ご
み
の
日
に
指
定
袋
に
入
れ

て
出
す
人
が
、
ま
だ
、
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
有
料
の
指
定
袋
を

使
わ
な
く
て
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
収
集

に
出
せ
ば
、
無
料
で
す
。

ま
た
、
段
ボ
ー
ル
の
中
に
、
ボ
ー

ル
紙
や
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
が
混

じ
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
せ

っ
か
く
出
し
て
も
ら
っ
て
も
そ
の
ま

ま
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
持
っ

て
行
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

焼
却
ご
み
や
埋
立
処
分
ご
み
な
ど
、

◆
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
に
出
せ
ば

無
料
で
す

◆
焼
却
ご
み
が
、
約
千
ト
ン
減

り
ま
し
た

市
内
か
ら
出
る
ご
み
全
体

を
み
て
も
平
成
十
四
年
度

は
、
十
三
年
度
と
比
較
し

て
約
六
百
七
十
ト
ン
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
体

に
占
め
る
リ
サ
イ
ク
ル
品

の
割
合
も
増
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

焼
却
ご
み
、
埋
立
処
分

ご
み
を
減
ら
す
よ
う
に
、

今
後
も
皆
さ
ん
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

13
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環境エコページ 平成14年度リサイクル収集実績報告

の年々､リサイクル品
収集量 増えていますは

リサイクル品収集量
(単位：トン)

14年度 13年度 増加量③ 増加率④区 分
① ② ①‐② ③／②
218 157 61 39％ガラスびん
40 34 6 18％ア ル ミ 缶
81 49 32 65％スチール缶
360 306 54 18％段 ボ ー ル
232 186 46 25％新 聞 紙
388 216 172 80％雑 誌
1,319 948 371 39％合 計

今
年
四
月
か
ら
新
た
に
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル

に
出
す
に
は
、
中
を
す
す
ぐ
、
ラ

ベ
ル
を
は
が
す
、
潰
す
な
ど
、
少

し
手
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

収
集
初
日
は
ど
こ
の
集
積
所
も
き

れ
い
に
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

四
月
と
五
月
の
二
カ
月
で
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
収
集
量
は
約
四
ト
ン
。

二
リ
ッ
ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

六
万
六
千
本
分
に
相
当
す
る
量
で

す
。
昨
年
度
ま
で
は
、
こ
れ
を
す

べ
て
焼
却
し
て
い
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
暑
い
時
期
を
迎
え

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
飲
料
類
の
消
費

量
も
増
え
ま
す
。
引
き
続
き
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

どこの集積所もきれいに出
されていました(滝の下町)

13年度と14年度の収集ごみの内訳

額面総額１億1,000万円(プレミアム10％含む)

しますプレミアム商品券を発行
と き：７月18日(金)午前10時～午後６時

ところ：商工会館(本町) その他：詳細は後日お知らせします

栃
尾
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、

六
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
町
村
合
併
を
踏
ま
え
、

栃
尾
の
地
域
特
性
を
認
識
し
、
新
市

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
見
据
え

な
が
ら
、
栃
尾
が
発
展

し
て
い
く
た
め
の
あ
る

べ
き
姿
を
考
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

委
員
は
、
先
ご
ろ
一

12
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栃尾市まちづくり委員会の委員
氏 名 住所 備 考
中村 康 吹 谷
今井 法夫 山田町
高見 誠 表 町一
嶋田 功三 北荷頃般
山谷 欣一 金 町募
井田 洋也 栗山沢集
本間 重満 大野原委
諏佐 嘉雄 新 山員
阿部 勝 下 塩
諏佐登志晴 新栄町
大橋 長雄 下 塩 農業委員会会長
熊倉 官 楡 原 教育委員
大橋 茂雄 山田町 区長会長各
西川 史朗 谷内２ 栃尾商工会理事種
大橋 善作 栄 町 栃尾織物工業協同組合専務理事団
斉藤 玉雄 栄 町 JA越後ながおか栃尾中央店店長体
北郷 昌明 平 体育協会副会長推
石井 正秀 大野町 文化協会長薦
水口 忠 東が丘 老人クラブ連合会事務局長委
早川 克己 長岡市 中学校長会会長(刈谷田中学校長)員
中西 義夫 東谷小学校長上の原町
数間 利栄 山 口 ＰＴＡ連絡協議会長
多田 光輝 谷内２ (社)栃尾青年会議所副理事長

※順不同、敬称略

◆◆ ◆◆栃尾市まちづくり委員会スタート

グ
ル
ー
プ
、
団
体
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
日
時
、
場
所
、
内
容
な
ど
は
相

談
の
う
え
決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
画
財
政
課
広
域

申
込
み
・
問
合
せ

行
政
係

‐
５
８
１
６
内
線
３
３
６

52

市
町
村
合
併
に
関
す
る
ご
質
問
、
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
抽
選
で
決
定
）
と
、

各
種
団
体
の
推
薦
委
員
十

三
人
の
計
二
十
三
人
で
す
。

初
回
は
、
市
町
村
合
併

に
関
す
る
今
ま
で
の
経
過
、

会
議
の
進
め
方
な
ど
を
議

論
。
今
後
は
月
一
、
二
回

程
度
の
割
合
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
市
長
と
市
民
の
対
話
集
会

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
市
長
が
直
接
皆
さ
ん
と

対
話
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程
・
テ
ー
マ

と

き

と
こ
ろ

テ

ー

マ

環
境
・
医
療
福
祉

６
月
６
日
（金）

産
業
交
流
セ
ン
タ
ー

午
後
７
時
〜
８
時

分
30

お
り
な
す

産
業
・
雇
用

６
月

日
16

（月）

「
て
ま
り
ホ
ー
ル
」

午
後
７
時
〜
８
時

分
30

市
町
村
合
併

６
月

日
29

（日）

午
前

時
〜

時

分

10

11

30

※
６
月
６
日
・

日
の
無
料
送
迎
バ
ス
は
、
６
時

分
に
市
民
会
館
前
を
出
発
。

16

40

企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

‐
５
８
１
６
内
線
３
３
２

問
合
せ

52

毎
週
日
曜
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

引
き
続
き

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
を
発
行
し
ま
す

市
民
対
話
集
会

市
長
と
語
ろ
う

〜
６
月
６
日
・

日
は
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
〜

16

活発な意見交換が行われた
５月25日の対話集会

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行

業
務
を
、
今
後
も
引
き
続
き
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
の

交
付
時
間
・
場
所

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
、
文
化
セ

ン
タ
ー
１
階
公
民
館
事
務
室

市
民
課

‐
５
８
３
５

問
合
せ

52

します商品券の取扱加盟店を募集
申込期限：６月13日(金)まで

問合せ：加盟金など詳細については商工会(担当、早川) 52 4191-
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５
／

・

市
内
の
各
小
学
校
で

24

25

汗
ば
む
ほ
ど
の
晴
天
に
恵
ま

れ
、
市
内
の
各
小
学
校
で
大
運

動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
創
立
百
三
十
周
年
を

迎
え
た
荷
頃
小
学
校
と
中
野
俣

小
学
校
で
は
、
な
か
な
か
前
に

進
め
な
い
親
子
ウ
サ
カ
メ
レ
ー

ス
、
女
装
と
化
粧
で
美
し
さ
を

競
う
若
妻
会
と
モ
デ
ル
に
よ
る

仮
装
レ
ー
ス
な
ど
、
楽
し
い
競

技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

栃
尾
南
小
学
校
で
は
、
最
後

の
運
動
会
と
な
っ
た
六
年
生
が
、

｢

悔
い
の
残
ら
な
い
運
動
会
に
し

外
国
語
指
導
助
手
の

ア
マ
ン
ダ
・
ウ
ォ
ー
レ

ス
さ
ん
が
四
月
二
十
三

日
、
栃
尾
郵
便
局
で
一

日
郵
便
局
長
を
務
め
ま

し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
四
年

四
月
二
十
日
に
現
在
の

郵
政
制
度
が
築
か
れ
た

「
郵
政
記
念
日
」
の
行

事
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ア
マ
ン
ダ
さ
ん
は
、
来
局
者
に
ロ
ビ
ー
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

配
っ
た
り
、
窓
口
で
切
手
を
販
売
し
た
り
と
郵
政
業
務
を
体

験
。
ま
た
、
郵
便
収
集
員
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

今井キチさん（大野町）に

５／20市長が 白寿 のお祝い

第

回
郵
政
記
念
日

70ア
マ
ン
ダ
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
さ
ん
が
、
一
日
郵
便
局
長切手販売を体験するアマンダさん

全
校
種
目
の
「
大
玉
送
り
」

（
栃
尾
南
小
、
二
十
四
日
）

五
月
十
六
日
に
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
大
野
町

の
今
井
キ
チ
さ
ん
に
、
馬
場
市
長
か
ら
お
祝
い

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

｢

好
き
嫌
い
な
く
腹
八
分
目
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、｢

何
事
も
気
に
し
な
い
の
が
長
生
き
の
秘

訣
」
と
い
う
今
井
さ
ん
は
、｢

週
三
回
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
、
お
風
呂
に
入
る
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

５
／
１
〜
５

て
ま
り
ま
つ
り

晴
天
に
恵
ま
れ
た
五
月
一
日
、
こ

の
日
を
待
ち
か
ね
て
い
た
大
勢
の
と

ち
お
て
ま
り
フ
ァ
ン
が
、
文
化
セ
ン

タ
ー
一
階
ギ
ャ
ラ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

開
場
と
同
時
に
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

で
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
目
当
て
の

て
ま
り
を
手
に
と
っ
て
「
あ
っ
ち
も

い
い
け
ど
こ
っ
ち
も
い
い
し
、
ど
っ

ち
に
し
よ
う
か
」
と
品
定
め
。

約
三
千
個
の
と
ち
お
て
ま
り
が
所
狭

し
と
展
示
さ
れ
た
今
年
の
ま
つ
り
に
は
、

東
京
の
日
本
て
ま
り
の
会
会
長
を
は
じ

め
、
兵
庫
県
や
佐
賀
県
な
ど
の
遠
方
か

ら
も
愛
好
者
が
訪
れ
、
期
間
中
の
入
場

者
は
約
三
千
百
人
と
大
盛
況
で
し
た
。

卓
越
し
た
技
術
と
美
し
さ
が
評
判
の

と
ち
お
て
ま
り
は
、
栃
尾
を
代
表
す
る

伝
統
工
芸
の
一
つ
で
す
。

馬場市長からお祝いを
受ける今井キチさん

子
供
た
ち
も
興
味
津
々
の

し
ん
し
ん

て
ま
り
製
作
実
演

た
い｣

と
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

応
援
合
戦
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、

騎
馬
戦
、
大
玉
送
り
な
ど
で
大

活
躍
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
保

護
者
た
ち
か
ら
、
惜
し
み
な
い

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

祝130周年 私キレイ？
（中野俣小、25日）

大

運

動

会
130周年記念ウサカメレース

（荷頃小、24日）

フォークダンス
初 心 者 教 室

と き：７／２・９・23、８／６・20・27 いずれも水曜日の10時～12時 対 象：どなたでも

ところ：市民会館｢小ホール｣ 参加費：月額600円 申込み：６月25日(水)までに平山 37 6268-
14
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地
域
お
こ
し
講
演
会

中
谷
健
太
郎
さ
ん

旅
先
に
一
週
間
滞
在
で
き
ま
す
か
？

五
月
十
八
日
、
県
内
か
ら
昨
年

よ
り
も
百
四
人
多
い
、
千
二
百
六

十
人
の
少
年
少
女
剣
士
が
総
合
体

育
館
に
集
い
、
第
三
十
六
回
謙
信

公
祭
剣
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
佐
々
木
真
吾
さ
ん(

刈

谷
田
中
学
校
三
年
・
大
町)

が
、

「
武
道
の
精
神
で
先
生
方
か
ら
受

け
た
指
導
を
十
分
に
発
揮
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
。
試
合
は
、
ア
リ
ー
ナ
と
武
道
場

の
二
カ
所
で
実
施
。
会
場
は
、
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
が
展
開
さ
れ
、
竹

刀
の
音
や
選
手
の
か
け
声
、
そ
し
て
体
育
館
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
保
護

者
の
声
援
で
熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
は
五
月
二
十
四
日
、
市
民
会

館
で
、
市
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
日
本
の
地
域
お
こ

し
の
第
一
人
者
で
あ
る
大
分
県
湯

布
院
町
の
中
谷
健
太
郎
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、｢

湯
布
院
町
ま
ち
お

こ
し
の
体
験
談
・
ヘ
ン
な
人
た
ち

に
出
会
っ
て

い
っ
し
ょ
に
歩
い

た
三
十
年
」
と
題
し
開
催
。

中
谷
さ
ん
は
、
三
十
代
の
こ
ろ

ド
イ
ツ
を
視
察
し
た
経
験
や
、
観

光
協
会
で
「
ゆ
ふ
い
ん
音
楽
祭
」

｢

湯
布
院
映
画
祭｣

な
ど
を
計
画
し

た
と
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
時
折

笑
い
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
中
で
「
こ
の
町
に
人(

観

光
客)

が
一
週
間
滞
在
で
き
る

か
」
が
地
域
お
こ
し
の
ポ
イ
ン
ト

中
谷
さ
ん

た
ち
で
公
園
に
木
を
植
え
た
り
、

ベ
ン
チ
を
置
い
た
り
し
て
休
め

る
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
い
る
こ

と
や
、
野
菜
を
農
家
か
ら
集
め

野
菜
市
を
毎
日
行
っ
て
い
る
事

例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

講
演
に
先
立
ち
、
同
日
午
前

か
ら
杜
々
の
森
や
秋
葉
神
社
、

市
内
の
雁
木
を
見
学
し
、｢

杜

が

ん

ぎ

々
の
森
の
湧
水
は
お
い
し
い
で

ゆ
う
す
い

す
ね
。
栃
尾
の
豊
か
な
自
然
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
が

開
幕
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
通
し
て
「
健
康

増
進･

明
る
い
家
庭･
和な

ご

や
か
な
地
域
づ
く
り
」

に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

開
会
式
で
は
、
栃
堀
チ
ー
ム
の
西
川
都
希
子
さ
ん
が
、
十

つ

き

こ

二
チ
ー
ム
百
五
十
八
人
を
代
表
し
「
最
後
ま
で
楽
し
く
プ
レ

ー
す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
選
手
宣
誓
。
そ
の
後
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

楽
し
そ
う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。

第

回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

12

５
／
８

親
善
リ
ー
グ
戦

開
会
式

親
善
リ
ー
グ
戦

開
会
式

選手宣誓をする西川さん

講演する中谷さん

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
は
、
四
月
二
十
五

日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
総
会
と
研
修
会
を
開
催
。

総
会
で
は
、
予
算
の
承
認
や
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
会
長
に
若
杉
早
苗
さ
ん
が
留
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
長
岡
健
康
福
祉
環
境
事

務
所
の
江
口
夫
佐
子
企
画
調
整
課
長
が
、
「
更

年
期
と
上
手
に
つ
き
あ
っ
て
生
き
生
き
し
よ

う
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

健康づくりをお手伝い

食生活改善推進協議会総会

会長に留任した若杉さん

1,260人の剣士が竹刀を交えた

謙信公祭剣道大会

選
手
は
実
力
を
発
揮
し
一
本
勝
ち

選手宣誓をする佐々木さん

県立歴史博物館、夏季企画展

「絵馬－生業絵馬尽－」
な り わ い え ま づ く し

と き：７月19日(土)～８月31日(日)９時30分～17時、月曜休館

観覧料：大人700円、大･高500円、中･小300円 問合せ： 47 6135-



四
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第

一
回
策
定
会
議
に
は
、
産
地
な
ど
か

ら
選
出
さ
れ
た
十
七
人
の
策
定
委
員

を
は
じ
め
、
馬
場
潤
一
郎
栃
尾
市
長
、

西
川
洋
吉
県
議
会
議
員
、
高
橋
豊
新

潟
県
産
業
労
働
部
長
な
ど
、
多
数
の

関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
策
定
委
員
長
に
稲
田

育
彦
栃
尾
織
物
工
業
協
同
組
合
理
事

長
、
副
委
員
長
に
西
片
實
同
組
合
副

理
事
長
を
選
出
し
、
会
議
の
進
め
方

を
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
栃
尾
産

地
を
は
じ
め
繊
維
産
業
に
精
通
し
て

い
る
梶
哲
也
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
選
任
し
た
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
候
補
者
、
産
地
実
態
調
査
内
容
・

方
法
、
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
二
十
七
日
に
開
催
さ

れ
た
第
二
回
目
の
策
定
会
議
で
は
、

梶
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
県
の
サ
ポ

ー
ト
チ
ー
ム
を
交
え
、
課
題
や
問
題

点
を
審
議
す
る
分
科
会
の
設
置
と
開

催
日
程
を
決
定
し
た
ほ
か
、
産
地
実

態
調
査
内
容
の
確
認
と
、
委
託
業
者

選
定
作
業
の
進
捗
状
況
の
報
告
が

し
ん
ち
ょ
く

行
わ
れ
、
プ
ラ
ン
策
定
に
向
け
、
本

格
的
な
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
県
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

分
科
会
、
策
定
会
議
を
重
ね
、
産
地

実
態
調
査
結
果
と
併
せ
、
十
月
初
旬

に
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
県
に
提
出

さ
れ
る
予
定
で
す
。
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地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
て

産
地
振
興
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
事
業
が
ス
タ
ー
ト

地
場
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、
県
が
産
地
と
と
も
に
今
後
の
方
向
性

を
見
出
し
な
が
ら
、
行
動
計
画
を
策
定
す
る
「
栃
尾
産
地
振
興
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
策
定
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
の
中
、
産
地
が
主
体
と
な
っ
て
県
の
補

助
を
受
け
て
事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、
見
附
、
五
泉
、
三
条
、
燕
に
次

い
で
五
番
目
と
な
り
ま
す
。

本
年
度
策
定
さ
れ
る
プ
ラ
ン
は
、
来
年
度
か
ら
三
カ
年
、
県
の
補
助
事

業
と
し
て
実
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
栃
尾
産
地
に
お
い
て
も
振

興
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

行政相談員に
大橋榮蔵さんを委嘱

大
橋
榮
蔵
さ
ん
（
金
町
）
が
、
総
務
大
臣
か
ら
引
き

続
い
て
行
政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
員
は
、
国
の
仕
事
、
国
が
県
や
市
に
委
ね

て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、｢

こ
う
し
た
ら
ど
う
か
」

「
ど
う
し
て
？｣｢

ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う｣｢

納
得

で
き
な
い
」
…
な
ど
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
や
要
望
・

疑
問
や
苦
情
を
受
け
て
相
談
に
応
じ
、
国
や
関
係
機
関

に
必
要
な
連
絡
を
行
う
な
ど
、
疑
問
に
お
答
え
し
、
苦

情
の
解
決
に
努
め
る
こ
と
を
役
割
と
し
て
い
ま
す
。
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

公
用
車
を
売
却
し
ま
し
た

市
長
車
、
助
役
車
と
し
て
使

用
し
て
い
た
公
用
車
を
売
却
し

ま
し
た
。

五
月
十
五
日
市
役
所
で
行
わ

れ
た
入
札
の
結
果
、
二
台
と
も

市
内
の
法
人
、
個
人
が
そ
れ
ぞ

れ
落
札
。
売
却
価
格
は
、
市
長

車
が
二
百
六
十
五
万
円
（
最
低

価
格
二
百
五
十
万
円
）
で
、
助

役
車
が
五
十
五
万
五
千
円
（
同

二
十
万
円
）
で
し
た
。

第一回策定会議であいさつする馬場市長

第二回策定会議では、分科会の
設置や運営方法を審議

市内文化財巡り

ふるさと歴史探訪講座�
と き：６月28日(土)８時30分文化センター集合 参加費：50円 定員：20人

視察先：外山家庭園、羽黒神社 申込み・問合せ：生涯学習課 52 2020- 16
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雪
解
け
と
と
も
に
、
栃
尾
郷
に
春

の
到
来
を
告
げ
る
「
栃
尾
大
名
行

列
」
が
、
今
年
も
古
式
ゆ
か
し
く
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
強
い
日
差
し
が
降

り
そ
そ
ぐ
晴
天
に
恵
ま
れ
、
行
く
先

々
の
沿
道
で
は
多
く
の
観
客
が
陣
取

っ
て
見
物
。
金
棒
引
き
を
先
頭
に
三

百
メ
ー
ト
ル
以
上
続
く
厳
粛
で
し
か

げ
ん
し
ゅ
く

も
華
や
か
な
時
代
絵
巻
は
、
午
前
十

時
の
花
火
を
合
図
に
諏
訪
神
社
を
出

発
し
、
市
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

午
後
四
時
か
ら
の
舞
込
み
で
は
、

太
鼓
、
神
輿
な
ど
が
白
丁
の
人
た
ち

み

こ

し

は
く
ち
ょ
う

に
よ
っ
て
次
々
に
奉
納
さ
れ
る
と
、

た
大
勢
の
観
客
か
ら
、
盛
ん
に
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

獅
子
舞
や
烏
天
狗
に
驚
い
て
泣

か
ら
す

４歳から 歳まで 人が大自然を満喫86 950

５／25第 回43 守門山開き

５
／
７

新
社
会
人
就
職
激
励
会

し
い
」
と
、
体
験
発
表
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
新
社
会
人
を
代

表
し
て
平
井
有
美
さ
ん
が
、

「
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
を
通
し
て

一
日
も
早
く
社
会
の
、
そ
し
て

栃
尾
市
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
精
一
杯
努
力
し
ま
す
」
と
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
、
Ｆ
Ｍ
ポ
ー

ト
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
マ
イ
ケ
ル

・
ブ
ラ
イ
マ
ー
さ
ん
が
、
母
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
話
し
を
交

え
な
が
ら
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

回
守
門
山
開
き
。
首
都
圏
な
ど

か
ら
道
院
高
原
の
山
開
き
ツ
ア

ー
に
参
加
し
た
人
や
最
高
齢
の

八
十
六
歳
の
お
じ
い
さ
ん
ら
、

市
内
外
の
登
山
愛
好
者
約
九
百

五
十
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

登
山
者
を
出
迎
え
て
く
れ
た

の
は
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
と

芽
吹
い
た
ば
か
り
の
新
緑
。
そ

し
て
、
心
地
よ
い
風
が
疲
れ
を

癒
し
て
く
れ
た
大
岳
山
頂
で
は
、

い
や残

雪
で
冷
や
し
た
ビ
ー
ル
や
ジ

ュ
ー
ス
で
の
ど
を
う
る
お
し
、

雄
大
な
守
門
の
自
然
を
心
ゆ
く

ま
で
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

大
岳
山
頂
で
十
一
時
か
ら
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
山
岳
会
の
関

係
者
、
最
年
少
の
韮
沢
悠
人
く
ん

ゆ
う
と

（
四
歳
・
平
）
、
今
年
喜
寿
を
迎

え
た
人
た
ち
が
、
登
山
者
を
代
表

し
て
山
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

残雪を踏みしめて頂上を目指す
登山者たち（不動平）

最
年
少
の
韮
沢
悠
人
く
ん
も

み
ん
な
と
一
緒
に
安
全
祈
願職

し
た
人
た
ち
を
対
象
に
、
新
社
会
人

就
職
激
励
会
が
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
馬
場
市
長
が
歓
迎
の
言

葉
で
新
社
会
人
を
激
励
。
来
賓
祝
辞
の

あ
と
、
一
年
先
輩
の
藤
田
亮
さ
ん
が
、

あ
き
ら

「
ミ
ス
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気

持
ち
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
ほ

誓いの言葉
さん平井有美

(社)芳香稚草園

体験発表
さん藤田 亮

㈱東海鉄工所
栃尾工場

大
名
行
列

諏
訪
神
社
春
季
大
祭

栃
尾
市
民
俗
文
化
財

十
二
歳
の
厄
年
の
男
た

ち
が
担
ぐ
威
勢
の
よ
い

神
輿
な
ど
、
絶
好
の
被

写
体
が
い
っ
ぱ
い
の
大

名
行
列
。
こ
の
日
も
多

く
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ

ラ
マ
ン
が
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
チ
ャ
ン
ス
を
ね
ら
っ

て
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

ま
し
た
。

華やかに練り歩く稚児たち

羽黒神社大祭
と き：６月28日(土)・29日(日) ところ：羽黒神社(小貫) 内容：28日19 30～木田仙松次社中:

による津軽三味線(曲弾)など、29日子供みこしなど 問合せ：区長・外山 53 6724-



　
厚
生
年
金
加
入
者
は
、
年
金
加
入

証
明
書

　
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
人
は
、

別
居
監
護
申
立
書

　
今
年
、
栃
尾
市
に
転
入
し
た
人
は
、

一
月
一
日
に
住
民
登
録
し
て
い
た

市
町
村
役
場
発
行
の
平
成
十
五
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書

　
印
鑑

六
月
二
十
五
日

受
付
日

（水）

〜
六
月
二
十
七
日
（金）

※
受
給
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
後
日
、

案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
来
て
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
の
部

午
前
九
時
三
十
分

〜
午
前
十
一
時
三
十
分

午
後
の
部

午
後
一
時

〜
午
後
七
時
三
十
分

市
民
会
館
会
議
室(

二
階)

会

場

◇
児
童
手
当
制
度
の
目
的

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
の

安
定
と
児
童
の
健
全
育
成
・
資
質
の

向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

◇
児
童
手
当
の
種
類

【
三
歳
未
満
の
児
童
】

①
児
童
手
当(

所
得
制
限
に
よ
り

②
特
例
給
付

児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
い
厚

生
年
金
加
入
者
な
ど
の
特
例
と

し
て
、
所
得
が
一
定
額
未
満
の

場
合
に
限
っ
て
、
児
童
手
当
と

同
額
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

す)

【
三
歳
以
上
六
歳
到
達
後
最
初
の
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
児
童
】

(

児
童
手
当
に
相

③
就
学
前
特
例

当
す
る
も
の
と
特
例
給
付
に
相

当
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す)

◇
支
給
対
象

児
童
手
当
な
ど
は
、
六
歳
到
達
後

最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
る
児
童(

義
務
教
育
就
学
前
の
児

童)

を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

(
)

◇
支
給
額

月
額

第
一
・
二
子
…
五
千
円

第
三
子

…
一
万
円

◇
支
払
時
期

毎
年
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

◇
所
得
制
限
限
度
額

児
童
手
当
の
所
得
制
限
限
度
額
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、
厚
生

年
金
の
加
入
者
は
児
童
手
当
の
所
得

制
限
限
度
額
を
超
え
て
い
て
も
、
特

例
に
よ
り
表
２
の
制
限
限
度
額
未
満

で
あ
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
所
得
に
は
一
定
の
控
除
が

あ
り
ま
す
。
老
人
扶
養
の
場
合
は
、

老
人
扶
養
一
人
に
つ
き
六
万
円
が
制

限
限
度
額
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

◇
児
童
手
当
の
届
出
・
手
続
き

①
認
定
請
求
書

新
た
に
受
給
資
格
が
生
じ
た
と

き
②
現
況
届

毎
年
六
月
に
す
べ
て
の
受
給
者

が
提
出

③
受
給
事
由
消
滅
届

受
給
者
が
他
市
町
村
に
転
出
し

た
と
き
、
特
例
給
付
受
給
者
が

厚
生
年
金
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
、
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ

た
と
き

④
額
改
定
認
定
請
求
書

出
生
な
ど
に
よ
り
支
給
対
象
と

な
る
児
童
が
増
え
た
と
き

⑤
氏
名
・
住
所
変
更
届

受
給
者
ま
た
は
養
育
し
て
い
る

児
童
の
氏
名
・
住
所
が
変
わ
っ

た
と
き市

民
課
国
保
年
金
係

問
合
せ

‐
５
８
３
５

52
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児
童
手
当
の
現
況
届
を
忘
れ
ず
に

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
毎
年
六
月
に
「現
況
届
」を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
現

況
届
を
提
出
し
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
に
必
要
な
も
の

受
付
日
時
・
会
場

児
童
手
当
制
度

表１ 児童手当の所得制限
限度額表

扶養数 所得制限限度額

０人 ３０１万円

１人 ３３９万円

２人 ３７７万円

３人 ４１５万円

表２ 特例給付の所得制限
限度額表

扶養数 所得制限限度額

０人 ４６０万円

１人 ４９８万円

２人 ５３６万円

３人 ５７４万円

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー
◆それぞれの思い

(フォトクラブビッグマウンテン、写楽) ６／20(金)～30(月)

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、
冷
蔵
庫
に
電

気
ポ
ッ
ト
な
ど
、
私
た
ち
の
便
利
で

快
適
な
生
活
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
電
気

機
器
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
私
た
ち
が
眠
っ
て
い
る
間

に
も
、
こ
れ
ら
の
機
器
は
、
貴
重
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
消
費
し
続
け
て

い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
も
つ
な
が
る
ム
ダ

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
抑
え
る
た
め

に
は
、
毎
日
の
生
活
で
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
が
必
要
で
す
。
今
日
か
ら
あ

な
た
も
、
簡
単
で
お
得
な
省
エ
ネ
・

節
電
ラ
イ
フ
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

電
気
ポ
ッ
ト
は
、
い
つ
で
も
熱
い

お
茶
が
飲
め
る
便
利
な
機
器
で
す
。

し
か
し
、
二
・
二
リ
ッ
ト
ル
の
マ
イ

コ
ン
型
電
気
ポ
ッ
ト
は
、
年
間
電
気

消
費
量
で
み
る
と
、
な
ん
と
四
百
リ

ッ
ト
ル
の
冷
蔵
庫
と
ほ
ぼ
同
じ
。
常

に
熱
湯
が
必
要
で
な
い
な
ら
、
保
温

の
温
度
は
低
め
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

◆
電
気
ポ
ッ
ト
は
朝
に
再
沸
騰

ま
た
、
寝
て
い
る
間
や
長
時
間
使

わ
な
い
と
き
は
、
一
度
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
使
う
と
き
に
再
沸
騰
さ
せ
る

ほ
う
が
省
エ
ネ
・
節
電
に
な
り
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
機
器
は
、

リ
モ
コ
ン
操
作
の
た
め
の
電
源
が
入

っ
て
い
る
と
、
使
っ
て
い
な
い
と
き

で
も
、
常
に
待
機
時
消
費
電
力
を
消

■2.2リットルの電気ポットを沸騰させ、1.2
リットルを使用後、プラグを抜き、保温
しないで再沸騰させて使用した場合

電気107.5kWhの省
エネ・節電

電気代年間約2,470
円の節約

◆
見
な
い
と
き
は
ス
イ
ッ
チ
を
切
る

費
し
ま
す
。
使
わ
な
い
と
き
に
は
主

電
源
を
切
る
。

ま
た
、
旅
行
な
ど
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
出
か
け
る
と
き
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
プ
ラ
グ
を
抜
き
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
物
が
詰
ま
っ
た
冷
蔵

庫
は
、
冷
気
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、

物
を
冷
や
す
ま
で
に
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
レ
ト
ル
ト
食
品
や
缶
詰
、
乾

物
、
常
温
で
保
存
で
き
る
根
菜
類
な

ど
は
、
冷
蔵
庫
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

整
理
し
た
冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は

「
中
」
を
目
安
に
。

ま
た
、
扉
の
開
け
放
し
は
厳
禁
。

気
温
十
八
度
で
十
秒
間
扉
を
開
け
放

し
に
す
る
と
、
冷
蔵
庫
内
の
温
度
が

五
度
上
昇
し
ま
す
。

■ビデオ非使用時にプラグを抜い
ていた場合

電気38.6KWHの省エネ・節電
電気代年間約890円の節約

◆
詰
め
込
み
す
ぎ
は
厳
禁

省
エ
ネ
型
の
機
器
を
選
ぶ
こ
と
で
、

消
費
電
力
、
待
機
時
消
費
電
力
と
も

に
、
大
幅
に
節
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
一
九
九
五
年
型
と

二
〇
〇
〇
年
型
の
エ
ア
コ
ン
で
は
、

消
費
電
力
に
お
よ
そ
三
〇
％
も
の
違

い
が
あ
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
、

冷
蔵
庫
な
ど
で
多
く
の
省
エ
ネ
型
機

■冷蔵庫から不用な物を出し
て整理した場合

電気68.4kWhの省エネ・節電
電気代年間約1,570円の節約

◆
か
し
こ
い
機
器
選
び

器
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
電
を

買
い
換
え
る
と
き
は
、
省
エ
ネ
ラ
ベ

ル
な
ど
を
参
考
に
選
ぶ
こ
と
も
、
か

し
こ
い
省
エ
ネ
・
節
電
対
策
の
一
つ

で
す
。

エ
ア
コ
ン
は
、
ふ
だ
ん
の
設
定
温

度
を
見
直
し
、
暖
房
な
ら
一
度
下
げ

る
、
冷
房
な
ら
一
度
上
げ
る
こ
と
を

心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
エ
ア
コ
ン
に
も
待
機
時
電
力
消

費
が
あ
り
ま
す
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
は

プ
ラ
グ
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
人
の
い
な
い
部

屋
の
室
内
灯
は
必
ず
切
る
、
お
ふ
ろ

を
沸
か
し
た
ら
冷
め
る
前
に
す
ぐ
に

入
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
づ
か

い
で
、
ム
ダ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す

か
し
こ
い
省
エ
ネ
・
節
電

18
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家
庭
で
で
き
る

お
得
な
省
エ
ネ
・
節
電

待
機
時
消
費
電
力
と
は
、
電
気

製
品
を
使
っ
て
い
な
い
と
き
で
も
、

通
電
し
て
い
る
だ
け
で
消
費
さ
れ

て
い
る
電
力
の
こ
と
で
す
。
こ
う

し
た
電
力
消
費
は
、
家
庭
に
お
け

る
年
間
平
均
消
費
電
力
の
お
よ
そ

待
機
時
消
費
電
力
と
は
？

九
・
四
％
、
電
気
料
金
に
し
て
九

千
八
百
円
に
も
上
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
は
、

主
電
源
を
切
っ
た
り
、
プ
ラ
グ
を

抜
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
年
間
の

待
機
時
消
費
電
力
量
の
お
よ
そ
二

割
か
ら
四
割
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日本鶏展示会 と き：６月８日(日)８時30分～17時
ところ：道の駅｢Ｒ２９０とちお｣ 問合せ：おりなす ５１‐１３３１



平
成
十
四
年
度
の
三
歳
児
歯
科
健

診
で
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も

は
次
の
九
十
二
人
で
す
。(

敬
称
略)

大
崎

蓮

小
林
愛
佳

▽
新
栄
町

橘

佑
香

小
西
真
央

酒
井
玲
奈

酒
井
日
向

諏
佐
春
美

杉
崎
直
也

▽
栄

町

大
橋
涼
和

　
川
宗
太

山
田
悠
斗

▽
山
田
町

竹
内
真
里
奈

安
達
雄
哉

小
林

碧

▽
新

町

吉
原

拡

渋
谷
風
人

▽
表

町

今
井

蘭

嶋
田
悠
汰

▽
大
野
町

嶋
田
拓
斗

齋
藤
晃
央

多
田
采
芽

佐
野
由
季

▽
谷

内

立
川
元
就

多
田
汐
里

▽
上
の
原
町

桐
生

岳

長
部
桃
果

大
塚
祐
馬

植
村
幹
太

酒
井

楓

▽
旭

町

坂
本
麗
衣

酒
井
知
裕

▽
本

町

若
杉
晋
太
朗

▽
金

町

矢
沢
淳
一

佐
藤
芽
音

▽
金

沢

高
見
明
莉

渡
辺
隆
之
介

島
田
あ
ゆ
み

筒
場
流
至

山
田
里
菜

▽
原

町

数
間
愛
理
香

佐
藤
奏
人

渡
辺
歩
美

長
井
美
樹

池
田
光
穂

松
本

陸

眞
保
十
実
子

▽
巻

渕

葛
綿
智
也

土
田
竜
馬

▽

平

多
田
桃
香

▽
東
が
丘

小
林
真
由
香

▽
天
下
島

飯
濱
幸
恵

平
櫛
瑞
己

中
野
琉
星

青
木
詩
恩

川
上
祐
希

原
田
凪
人

稲
田
拓
真

▽
楡

原

柳

光

結
城
諒
祐

西
片
倫
来

山
本
健
太

上
野

蓮

野
村
梨
花

高
野
莉
子

橘

優
美

▽
吉

水

富
川

桃

大
崎
将
太
郎

▽
上
樫
出

中
村
愛
美

飯
浜
竜
也

▽
熊

袋

中
沢
拓
哉

土
田
健
斗

▽
人

面

小
林
佑
弥

▽
文

納

諏
佐
真
香

▽
山

屋

大
橋
駿
斗

▽
入
塩
川

葛
綿
海
那

▽
大
野
原

川
上
大
輔

▽
小

向

今
井
雄
希

▽
大
川
戸

高
島
裕
也

▽
菅

畑

樺
澤
乃
亜

中
澤
遥
哉

▽
赤

谷

武
士
俣
涼
香

▽
栃

堀

酒
井
美
紀

馬
場
武
留

椿
大
二
郎

椿

梨
沙

▽
上
来
伝

高
橋
真
大

高
橋
望
来

▽
北
荷
頃

山
内
た
み

外
山
仁
基

▽
一
之
貝

姉
崎
優
希

▽
軽
井
沢

鎌
田
つ
ぐ
み

▽
比

礼

米
山
和
成

▽
繁

窪

杜
々
の
森
へ
向
か
う
県
道
栃
尾
〜

山
古
志
線
田
之
口
地
内
で
、
興
味
深

い
露
頭
（
道
路
工
事
や
土
砂
の
採
掘

ろ

と

う

な
ど
で
山
を
削
り
だ
し
た
と
き
に
現

れ
る
地
層
の
こ
と
）
に
出
会
い
ま
し

た
。
県
道
バ
イ
パ
ス
工
事
の
た
め
に
、

西
谷
川
沿
い
の
山
が
削
ら
れ
、
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
石
を
含
む
地
層
が
む
き

出
し
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
ど
う

し
て
、
一
面
砂
層
の
間
に
、
石
を
含

む
厚
さ
約
一
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
の
層

が
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
感

じ
た
の
で
す
。
長
岡
市
立
科
学
博
物

館
地
学
研
究
室
の
加
藤
正
明
先
生
に

よ
る
と
「
大
雨
時
に
発
生
す
る
土
石

流
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
の

層
で
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
し
に
く

栃
尾
の
自
然
を
訪
ね
て

153

〜
太
古
の
ロ
マ
ン
〜

〈
工
事
現
場
か
ら

大
地
の
変
動
を
探
る
〉

い
が
、
数
万
年
か
ら
十
数
万
年
の
時

間
を
か
け
て
地
面
が
隆
起
し
、
保
存

さ
れ
た
地
層
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
地

球
の
歴
史
か
ら
考
え
る
と
ご
く
最
近

の
も
の
だ
ろ
う
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

数
万
年
前
の
川
底
が
、
現
在
約
三

十
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
に
、
地
球
の
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

一
年
間
に
一
ミ
リ
上
が
る
と
し
て
、

三
十
メ
ー
ト
ル
上
が
る
に
は
三
万
年

の
年
月
が
必
要
で
す
。
工
事
が
再
開

さ
れ
、
道
路
が
完
成
す
る
と
地
層
が

見
ら
れ
な
く
な
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
刈
谷
田
川
沿
い
の
お
り
な

す
対
岸
に
、
火
山
か
ら
噴
出
し
た
で

あ
ろ
う
軽
石
の
層
が
あ
り
ま
し
た
。

火
山
活
動
が
あ
っ
た
証
拠
で
す
。

今
か
ら
一
万
年
前
、
十
万
年
前
、

百
万
年
前
の
栃
尾
の
様
子
を
知
る
カ

ギ
が
地
層
に
残
っ
て
い
ま
す
。
さ
あ

出
か
け
て
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

教
育
セ
ン
タ
ー

網

信
行

21
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〜

〜

３
歳
児
歯
科
健
診

乳
歯
の
む
し
歯
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

む
し
歯
の

人

な
い
子
92

３歳児でむし歯のある子の割合は37.
５％で、県平均と比較して多い状況です。
おやつのだらだら食べや、歯につきやす
く、砂糖が多く含まれているものを与え
すぎると虫歯の原因になります。おやつ
は三度の食事で足りない栄養を補うもの
です。季節の野菜や果物を利用し、砂糖
を控えたものがいいです。量を決め、決
まった時間に与えましょう。食べたらみ
がくを習慣づけましょう。

西谷川沿いの露頭

刈谷田川沿いの火山堆積物

ナイター市長杯出場チーム募集
６月20日(金)までに

申込み：
野球連盟事務局へ

と き：７月１日(火)～

参加費：１チーム3,000円

前
市
長
の
杵
渕
衛
さ
ん
（
水
沢
）

は
、
日
本
赤
十
字
社
の
金
色
有
功
章

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

杵
渕
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年
十

日
本
赤
十
字
社

金
色
有
功
章
を
受
賞

二
月
か
ら
平
成
十
四
年
十
二
月
ま
で

栃
尾
地
区
長
評
議
員
を
勤
め
ら
れ
、

こ
の
間
、
新
潟
県
支
部
の
代
議
員
を

平
成
四
年
か
ら
、
ま
た
全
国
の
理
事

を
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
い
ず
れ
も

平
成
十
四
年
十
二
月
ま
で
歴
任
。

こ
れ
ら
永
年
に
わ
た
る
日
本
赤
十

字
社
の
運
営
お
よ
び
活
動
を
推
進
し

た
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
で
す
。

個
人
戦
（
敬
称
略
）

中
学
生
女
子
の
部

（
滝
の
下
町
）

二
位

湯
谷

綾

中
学
生
男
子
の
部

佐
々
木
真
吾
（
大

町
）

三
位

熊
倉

孝
（

泉

）

三
位

団
体
戦
（
敬
称
略
）

中
学
生
女
子
の
部

刈
谷
田
中
学
校

三
位

（
外
山
祐
里
、
大
橋
潤
子
、

、
村
上
あ
か

小
浦
方
睦
美

6
謙
信
公
祭
剣
道
大
会

５
／

総
合
体
育
館

18

り
、
吉
原
静
香
）

中
学
生
男
子
の
部

刈
谷
田
中
学
校
Ａ

三
位

（
福
王
寺
嵩
平
、
吉
原
佳
祐
、

大
塚
竜
久
、
滝
田
翔
平
、

佐
々
木
真
吾
）

※
栃
尾
市
の
選
手
・
チ
ー
ム
の
み
掲
載

佐
藤
さ
ん
（
教
士
七
段
・
滝
の
下

町
）
は
新
潟
県
の
大
将
と
し
て
、
飯

塚
さ
ん
（
滝
の
下
町
）
は
次
鋒
と
し

て
出
場
。
ベ
ス
ト

と
健
闘
し
ま
し
た
。

16

市
内
外
か
ら
二
十
チ
ー
ム
、
百
二

十
三
人
が
参
加
。
選
手
は
こ
こ
ち
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

第

回
栃
尾
市

13ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

４
／

総
合
体
育
館

20

第

回
全
日
本
都
道
府
県

51

対
抗
剣
道
優
勝
大
会

５
／
３

大
阪
市
中
央
体
育
館

ア
ト
レ
ー
（
上

塩
）

三
位

※
栃
尾
市
の
チ
ー
ム
の
み
掲
載

五
月
晴
れ
の
中
、
百
八
人
の
参
加

者
は
、
一
打
一
打
を
慎
重
に
打
っ
て

い
ま
し
た
。

男
子
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

55
江
畑

英
一
（
天
下
島
）

優
勝

大
崎

俊
夫
（
天
下
島
）

二
位

（
上
の
原
町
）

三
位

中
村

昭
光

女
子
の
部
（

人
参
加
、
敬
称
略
）

46

（
上
の
原
町
）

優
勝

大
滝

セ
ツ

酒
井
ヨ
シ
子
（
大
野
町
）

二
位

武
士
俣
ミ
ナ
（
天
下
島
）

三
位

一
般
の
部
（
７
人
参
加
、
敬
称
略
）

酒
井

英
子
（
金

町
）

優
勝

日
吉

房
子
（
巻

渕
）

二
位

野
沢

喜
作
（
山
田
町
）

三
位

第

回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

16

ゴ
ル
フ
大
会

５
／

お
り
な
す

18

20
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春
の
叙
勲
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
発
表
さ
れ
、
栃
尾
市
か
ら
は
、
佐
藤
正

彦
さ
ん
と
大
崎
基
さ
ん
が
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
平
成
三
年
ま
で
栃
尾
市
農
業
協
同
組
合

の
組
合
長
理
事
を
勤
め
た
ほ
か
、
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
監
事

や
新
潟
県
農
政
審
議
会
の
委
員
な
ど
を
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
永
年
に
わ

た
る
農
業
振
興
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
で
す
。

大
崎
さ
ん
は
昭
和
三
十
六
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で
の
永
年
に
わ
た
り
郵
便
外

務
事
務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
豊
富
な
経
験
と
責
任
感
で
郵
政
事
業

の
発
展
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

佐
藤
正
彦
さ
ん
（
入
塩
川
）
、
大
崎

基
さ
ん
（
大
野
町
）

勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
章

き

ょ

く

じ

つ

し

ょ

う

さ
ん

佐
藤

正
彦

さ
ん

大
崎

基

新潟県支部から表彰の楯を
受け取る杵渕さん

馬場市長に出場報告する佐藤
さん(右)と飯塚さん(左)

緊張のティーショット

市営住宅などの

空き室情報
◆スマイルハイツたいら：７戸 ◆ドリームハイツあきば：２戸 ◆県営住宅：１戸

問合せ：建設課住宅道路係 ５２‐５８２５



か
た
り
べ
教
室｢

ろ
ば
た
会｣

と
栃

尾
東
小
学
校
の
児
童
が
、
熱
い
夏
の

夜
を
楽
し
ま
せ
る
昔
語
り
を
し
ま
す
。

７
月
８
日

時
〜

時

と

き

（火）
19

20

分
30

宝
光
院
本
堂
（
大
町
）

と
こ
ろ

無

料

参
加
費

か
た
り
べ
教
室

夏
の
夜
語
り

教
室
・
講
座

第

回
市
民
花
い
っ
ぱ
い

14

植
栽
大
会

６
月

日

９
時
〜

と

き

22

（日）

時
11

中
央
公
園
に
集
合

と
こ
ろ

移
植
ゴ
テ
、
軍
手

持
ち
物

※
参
加
者
に
「
花
の
苗
」
を
プ

レ
ゼ
ン
ト守

門
の
里

‐
１

問
合
せ

52

０
５
５

公
民
館

‐
２
０
２
０

問
合
せ

52

大
切
な
人
が
突
然
、
ケ
ガ
や
病
気

に
お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何

か
手
当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
？

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や

友
人
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法
が

実
施
さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く
な

り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め｢

応
急
手
当｣

を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

６
月

日

９
時
〜

時

と

き

22

（日）

12

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

６
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

17

（火）

で
に
消
防
本
部

‐
１
１
５
５

52

｢

共
に
作
ろ
う
共
生
の
社

テ
ー
マ

会
」
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社

平
成

年
度

15

精
神
保
健
福
祉
講
座

誰
で
も
で
き
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

会
で
は
、
だ
れ
も
が
こ
こ
ろ
の
病

気
や
こ
こ
ろ
の
問
題
に
出
会
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
精
神
障
害
や

こ
こ
ろ
の
健
康
を
正
し
く
理
解
し
、

共
に
支
え
あ
う
栃
尾
を
作
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　
６
月

日

　
７

と
き
・
内
容

20

（金）

月

日

い
ず
れ
も
「
精
神
障
害

18

（金）

の
知
識
と
そ
の
対
応(

う
つ
病
を

中
心
に)

」
　
８
月

日

「
共

29

（金）

に
支
え
あ
う
地
域
作
り
の
た
め
に

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と(

小

グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い)

」
　

月

日

「
講
演

松
浦
さ
ん

10

16

（木）

と
メ
ン
バ
ー
」
　

月

日

11

14

（金）

「
講
座
の
ま
と
め
」
、
い
ず
れ
も

時
〜

時

分

19

20

30

文
化
セ
ン
タ
ー｢

学
習
室｣

、

と
こ
ろ

た
だ
し
　
は｢

お
り
な
す｣

酒
井
昭
平
さ
ん
（
地
域
生

講

師
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ
き
ぐ
に
北
魚

沼
セ
ン
タ
ー
長
）
　
は
松
浦
幸
子

さ
ん
（
精
神
障
害
者
共
同
作
業
所

｢

ク
ッ
キ
ン
グ
ハ
ウ
ス｣

代
表
）

心
の
健
康
に
関
心
の
あ
る

対

象
市
民

保
健
福
祉
課
健

申
込
み
・
問
合
せ

康
づ
く
り
係

‐
５
８
３
６

52

６
月

日

時
〜

時

と

き

20

（金）
11

16

な
が
お
か
市
民
セ
ン
タ
ー

と
こ
ろ

３
階
（
長
岡
市
大
手
通
２
丁
目
）

労
働
全
般
の
相
談
に
長
岡

内

容
労
働
基
準
監
督
署
、
社
会
保
険
労

務
士
、
長
岡
労
政
事
務
所
が
応
じ

ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
。

そ
の
他

事
前
予
約
は
不
要

長
岡
労
政
事
務
所

‐

問
合
せ

37

６
１
１
０

観
光
物
産
展
を
都
立
産
業
貿
易
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。
首
都
圏
の
友

人
や
知
人
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

６
月

日

時
〜

時
、

と

き

14

（土）
13

17

日

９
時
〜

時

15

（日）

17

東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン

と
こ
ろ 街

頭
労
働
相
談
会

そ
の
他

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説｢

こ
こ
ろ｣

が
つ
な
ぐ

東
京
浅
草
と
新
潟
中
越
展

タ
ー
台
東
館
６
階
（
東
京
都
台
東

区
花
川
戸
２
‐
６
‐
５
、
浅
草
寺

東
側
）

栃
尾
か
ら
は
、
あ
ぶ
ら
げ
、

内

容
て
ま
り
、
酒
、
し
ょ
う
油
、
味
噌

な
ど
を
展
示
・
即
売
す
る
ほ
か
、

無
料
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

商
工
観
光
課
観
光
係

‐

問
合
せ

52

２
１
５
１

23
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など今月の税金

納期６月30日

市 ・ 県 民 税

▲

国民健康保険税

▲

ガス水道

▲

・下水道料金

▼
半
蔵
金
活
性
化
の
会
（
椛
澤
善

一
郎
代
表
）
…
半
蔵
金
防
雪
セ

ン
タ
ー
畳
表
替
え
費
用
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

おしらせ

次のとおり市に寄付
をいただきました。
ありがとうございました。
(15.2.29～15.4.21)

各
・
種
・
相
・
談

相
談
は
無
料
で
す

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

□
行
政
・
人
権
相
談

○
６
月

日

時
〜

時

24

（火）
10

15

○
文
化
セ
ン
タ
ー
（
２
階
）

□
国
民･

厚
生
年
金
相
談

○
６
月

日

時
〜

時

18

（水）
10

15

○
市
役
所
市
民
相
談
室
（
２
階
）

□
家
庭
児
童
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

□
心
配
ご
と
相
談

○
毎
週
水
曜
日

時
〜

時

10

15

○
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
栄
町
）

□
青
少
年
問
題
相
談

○
月
曜
日
〜
金
曜
日
９
時
〜

時
16

○
文
化
セ
ン
タ
ー
相
談
室

寄付御礼

精神科医師が相談に応じます

もの忘れ相談会
と き：６月27日(金)14時～15時 ところ：市役所１階｢休養室｣

申込み・問合せ：６月20日(金)までに保健福祉課介護支援係 51 5222-

ガ
ス
事
業
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら

昭
和
五
十
二
年
こ
ろ
ま
で
、
白
ガ
ス

管
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
管

は
、
当
時
と
し
て
は
最
高
の
材
料
で

し
た
が
、
表
面
を
亜
鉛
メ
ッ
キ
し
て

あ
る
だ
け
な
の
で
、
土
の
中
で
は
年

を
経
る
と
と
も
に
腐
食
が
進
行
し
て

い
ま
す
。
埋
設
環
境
に
よ
り
差
が
あ

り
ま
す
が
、
お
よ
そ
二
十
年
が
取
替

え
の
目
安
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
ガ
ス
管
は
、
三
分
の
一
以
上
が

既
に
新
し
い
材
料
の
管
に
取
替
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
残
っ
て
い
る
も
の

は
ガ
ス
漏
れ
の
一
歩
手
前
の
状
態
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
ガ
ス
漏
れ
す
る
前

に
取
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

昭
和
四
十
年
代
後
半
に
は
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物
が
多
く
な

っ
た
こ
と
や
埋
設
環
境
の
悪
さ
か
ら
、

白
ガ
ス
管
の
腐
食
が
問
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
白
ガ
ス
管
に
代

わ
る
腐
食
に
強
い
管
の
開
発
が
進
め

ら
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
鋼
管
が

誕
生
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
鋼
管
は
、
鋼

管
の
表
面
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
覆
い
、

腐
食
の
原
因
で
あ
る
電
気
回
路
を
形

成
さ
せ
な
い
よ
う
絶
縁
し
て
あ
る
も

の
で
、
腐
食
に
強
い
ガ
ス
管
で
す
。

栃
尾
市
で
は
昭
和
五
十
二
年
こ
ろ

か
ら
採
用
さ
れ
、
現
在
も
一
部
で
使

用
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
鋼
管
の
採
用

に
よ
り
、
腐
食
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど

な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

地
震
が
多
発
し
て
お
り
、
鋼
管
の
ネ

ジ
継
手
は
地
震
に
弱
い
た
め
、
耐
震

性
の
高
い
ガ
ス
管
が
望
ま
れ
Ｐ
Ｅ
管

が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｅ
管
は
、
可
と
う
性
（
曲
げ
や

引
っ
張
り
に
強
い
こ
と
）
が
高
く
、

地
震
な
ど
に
よ
っ
て
地
盤
が
変
化
し

た
場
合
で
も
破
損
し
に
く
く
、
布
設

の
手
間
が
省
力
化
さ
れ
る
な
ど
の
利

点
も
あ
り
ま
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は

紫
外
線
に
弱
い
の
で
、
露
出
部
で
は

使
え
ま
せ
ん
が
、
腐
食
の
恐
れ
が
全

く
な
い
埋
設
部
で
全
面
的
に
採
用
し

て
い
ま
す
。

ガ
ス
水
道
局

‐
５
８
２
６

52

22
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ガ
ス
と
安
全

栃
尾
市
の
ガ
ス
事
業
は
、
今
年
で
四
十
二
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
間
、

ガ
ス
管
の
材
料
は
耐
食
性
や
耐
久
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
変
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
は
こ
の
ガ
ス
管
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

わ
が
家
の
防
災

梅
雨
の
集
中
豪
雨
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

い
よ
い
よ
梅
雨
の
季
節
。
お

い
し
い
米
所
「
栃
尾
」
に
と
っ

て
は
大
切
な
恵
み
の
雨
で
す
が
、

降
り
過
ぎ
る
と
と
ん
で
も
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
の

梅
雨
の
期
間
、
特
に
梅
雨
末
期

の
集
中
豪
雨
に
よ
る
災
害
は
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

気
象
情
報
は
、
常
に
テ
レ
ビ
な

ど
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
に
大
雨
に
関
す
る
情
報

が
発
表
さ
れ
た
ら
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
の
近
く
の
崖
・
急
傾
斜
地

の
水
の
吹
き
だ
し
な
ど
の
崖

崩
れ
、
山
崩
れ
の
前
兆
に
注

意
す
る
。

・
浸
水
に
備
え
、
家
の
周
り
の

整
理
整
頓
を
す
る
。

・
避
難
に
備
え
て
、
携
帯
ラ
ジ

オ
や
食
料
な
ど
の
非
常
持
出

白

ガ

ス

管

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
鋼
管

ガス管の腐食状況（例）

ガ
ス
管
の
歴
史

Ｐ
Ｅ
管(

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管)

袋
を
準
備
す
る
。
ま
た
、
避

難
に
際
し
て
は
、
隣
近
所
の

人
た
ち
と
行
動
を
共
に
す
る
。

大
正
十
五
年
七
月
の
大
水
害

で
は
、
栃
尾
郷
で
八
十
七
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

死
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

昭
和
五
十
三
年
六
月
の
梅
雨
前

線
豪
雨
で
は
、
大
野
町
を
は
じ

め
市
内
各
地
で
大
規
模
な
地
す

べ
り
が
発
生
し
ま
し
た
。

過
去
の
大
き
な
災
害
を
教
訓

に
、
被
害
を
最
小
限
度
に
抑
え

る
た
め
、
的
確
な
情
報
収
集
と

早
め
の
対
策
・
避
難
を
普
段
か

ら
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
雨
に
関
す
る
情
報
に
注
意

過
去
の
災
害
を
教
訓
に

早
め
の
対
策
・
避
難 昭和53年６月の梅雨前線豪雨

美術館休館のお知らせ ６月16日(月)～23日(月) 53ｰ6300…展示替えのため



７
月

日

９
時
開
会
式

と

き

27

（日）

栃
尾
東
小
学
校
プ
ー
ル

と
こ
ろ

市
民
お
よ
び
市
内
に
通
勤

対

象
・
通
学
す
る
人

全
種
目
タ
イ
ム
レ
ー
ス

競
技
方
法

一
人
２
種
目
以
内(

リ

出
場
制
限

レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
は
除
く)

一
人
五
百
円
（
保
険
料
含

参
加
費

む
、
当
日
会
場
で
）

第

回
32

市
民
水
泳
大
会

７
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

10

（木）

で
に
水
泳
連
盟
・
今
井

‐
２

52

１
０
１
ま
た
は
総
合
体
育
館

‐
52

５
５
７
１

◆
無
料
フ
リ
ー
参
加
種
目
参
加
者
募
集

６
月
８
日

時
〜

と

き

（日）
10

14

時

分
30

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

第

回
県
ス
ポ
ー
ツ

15
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

小
学
生
以
上
の
個
人
ま

対

象
た
は
家
族デ

ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
、
ス

種

目
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ

ル
フ
、
ユ
ニ
カ
ー
ル
、
キ
ャ
ッ

チ
ン
グ･

ザ･

ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど

運
動
で
き
る
服
装
・
内

そ
の
他

履
き
を
用
意
の
こ
と

◆
ゲ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
無
料
体
験

６
月

日

時
〜

時

と

き

15

（日）
10

15

道
院
高
原
ゲ
レ
ス
テ
ン

と
こ
ろ

ス
キ
ー
場

ど
な
た
で
も

対

象

ス
キ
ー
靴
持
参
の
こ
と

そ
の
他

当
日
会
場
で
、

申
込
み
・
問
合
せ

総
合
体
育
館

★
お
く
や
み(

届
出

)

５
／
９
〜
５
／
15

住

所

氏

名

年
齢

楡

原

小
林

ス
イ

七
七

今
月
の
表
紙

社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
し

て
い
る
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
。
八
十
歳
か
ら
百
歳
近
い
お

年
寄
り
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
と
紙
で
花

を
作
り
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
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広報掲載の写真のネガをお貸しします 行政管理課 52 2175-

№ 求 人 職 種 事 業 内 容 勤務地 人数 年齢 賃　金 勤務時間 備　考

1 品質管理　 電子部品製造業 滝の下町　 1 35以下
180,000～
246,000

9:00～ 18:00 （№ 180731）

2 調理補助　 飲食業 宮　沢 1 18～35
52,000～
112,000

9:30～ 18:00 （№ 179231）

3 菓子製造販売 パン、菓子製造
業 旭　町 1 18～25

114,400～
132,000

8:30～ 17:30 （№ 176131）

4 油揚げ製造工 食品製造業 人　面　 1 18～50
124,800～
153,600

8:00～ 17:00 （№ 178831）

5 現場事務員 織物業 平 3 20～45
117,300～
140,300

9:00～ 18:00
8:30～ 17:30

（№ 173331）

6 縫製及び裁断ス
タッフ 縫製業 大野町　 1 18～50

119,600～
156,400

8:20～ 17:20 （№ 174631）

7 準備工（綾通し） 織物業 滝の下町　 1 55以下
125,000～
155,000

8:30～ 17:00 （№ 171431）

8 電気設計技術者　電子応用装置製造業 北荷頃　 6 25～50
195,000～
280,000

8:30～ 17:30 （№ 156331）

9 建築現場管理 土木工事業 赤　谷　 1 20～35
180,000～
250,000

8:00～ 18:00
建築士（2級）

（№ 157631）

10
ダンプオペレー
ター　

土木工事業 人　面　 1 30～45
200,000～
230,000

8:00～ 17:00
１種大型免許

（№ 159131）

11 織布工 織物業 仲子町　 1 30～50
153,000～
180,000

5:00～ 13:30
13:30～ 22:00

（№ 160831）

12 インターネットプロバイダ ＩＴ事業 新栄町 1 18～
150,000～
250,000

9:00～ 18:30 （№ 161231）

13 一般事務・経理・パソコン ＩＴ事業 新栄町 1 18～
160,000～
180,000

9:00～ 18:30 １種普通免許（№ 162531）

14 検品作業員 織物業 東　町 1 不問
119,600～
150,000

9:00～ 18:00 （№ 163431）

15 薬剤師 調剤薬局 新栄町　 1 23～40
230,000～
430,000

8:45～ 18:45 （№ 164731）

16 グラフィックデザイン・Ｄ ＩＴ事業 新栄町 1 18～
150,000～
300,000

9:00～ 18:30
１種普通免許

（№ 165331）

17 介護支援専門員　介護サービス業 下樫出 2 25～
176,176～
176,176

8:30～ 17:30 （№ 167931）

18 織機調整工 織物業 仲子町　 1 30～50
194,000～
234,500

5:00～ 13:30
13:30～ 22:00

（№ 170531）

19 看護師 病院 栄　町 2 不問
164,000～
216,000

8:30～ 17:00
16:30～ 1:00

（№ 149631）

20 看護師 病院 栄　町 2 不問
155,000～
204,000

8:30～ 17:00 （№ 150031）

21 織物修整技術者　織物業 山田町　 1 18～45
135,000～
265,000

8:30～ 17:30 （№ 146431）

22 自動車整備士 自動車整備業 原　町 1 20～25
165,000～
255,000

8:00～ 17:00 二級自動車整備士（№ 144231）

23 プレス仕上工 縫製業 山田町　 1 18～40
135,191～
204,002

8:15～ 17:15 （№ 138431）

24 ミシンオペレーター　 縫製業 新栄町 1 20～50
120,000～
160,000

8:10～ 17:00 （№ 139731）

25 織布工 織物業 山田町 1 20～58
143,800～
163,700

5:00～ 13:30
13:30～ 22:00

（№ 136231）

26 美容師 美容業 表　町 1 20～35
135,000～
220,000

9:00～ 18:00
11:00～ 20:00 （№ 107331）

27 設　計 電子部品製造業 滝の下町　 1 25～35
190,000～
320,000

9:00～ 18:00 （№ 103231）

28 薬剤師 調剤薬局 栄　町　 1 22～50
240,000～
440,000

8:45～ 18:00 （№ 105431）

29 建設技術員 一般土木建築工
事業 平　 2 26～46

255,000～
290,000

8:00～ 17:15 １種普通免許

30
ＣＡＤオペレー
ター

縫製業 大　町 1 35以下
155,000～
160,000

8:00～ 17:10 （№ 108631）

31 ミシンオペレーター　 縫製業 平　 1 18～35
117,000～
148,500

8:35～ 17:00

32 リンキング 縫製業 栄　町 1 18～55
98,714～
154,000

9:00～ 17:00
9:00～ 16:00 （№ 110231）

33 修整員及び運転手 織物業 新栄町 1 20～30
140,000～
170,000

8:10～ 17:00 １種大型免許

34 看護師 介護サービス業 平 1 25～55
170,000～
280,000

8:00～ 18:00
9:00～ 18:00

（№ 114331）

35 修整作業員 織物業 東　町 2 18～45
126,500～
161,000

8:30～ 17:30 （№ 115631）

36 縫製生産管理員 織物業 新栄町 1 25～45
180,000～
280,000

8:10～ 17:00 （№ 126031）

37 建設現場作業員　土木工事業 山田町 1 35以下
165,000～
210,000

8:00～ 17:00 （№ 100131）

38 ＣＡＤオペレーター　 土木工事業 赤　谷　 2 20～35
150,000～
180,000

8:00～ 17:30 建築士（2級）（№ 93331）

39 無線配車及び事務 旅客運送業 大　町 1 35～50
160,000～
160,600

7:00～ 16:00
10:00～ 19:00 （№ 89031）

40 デリバリー要員　織物業 小　貫 3 20～45
88,440～
117,920

8:30～ 18:00 （№ 85331）

最近の求人情報をお知らせします。
すでに決定済みのこともありますので、面接を希望する場合や情報内
容の詳細については、職安栃尾分室紹介係におたずねください。
《求人情報》 （平成15年５月20日現在）

〈問合せ〉
ハローワーク
長岡公共職業安定所
栃尾分室152－2333

求 人 コ ー ナ ー 高
齢
者
お
よ
び
身
障
者
の
相
続
、

遺
言
、
贈
与
、
債
務
の
返
済
、
介
護
、

福
祉
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
、
司

法
書
士
お
よ
び
社
会
福
祉
士
が
法
律

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
無
料
電
話

相
談
で
す
。６

月

日

時
〜

時

と

き

28

（土）
10

16

・

‐
０
０
３
０
当
日
限

電

話

33

司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士

に
よ
る
シ
ル
バ
ー
一
一
〇
番

り
（
面
談
に
よ
る
相
談
は
・
０
２

５
‐
２
２
８
‐
１
７
２
７
へ
事
前

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
）

６
月

日

時
〜

時
、

と

き

21

（土）
10

16

日

時
〜

時

22

（日）
10

15

ハ
イ
ブ
長
岡

と
こ
ろ

全
国
の
矯
正
施
設
で
生
産

内

容
刑
務
作
業
製
品

展
示
即
売
会

さ
れ
た
約
二
千
点
の
製
品
の
展
示

即
売
と
、
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
に
よ

る
施
設
紹
介

新
潟
刑
務
所
企
画
部
門
・

問
合
せ

０
２
５
‐
２
８
６
‐
５
６
２
６

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
の

練
習
日時

分
〜

時

19

30

21

総
合
体
育
館

と
こ
ろ

小
学
１
年
生
〜
一
般

対

象

協
会
事
務
局
・

申
込
み
・
問
合
せ

鈴
木
・

‐
２
５
６
４

52

国
土
交
通
省
と
自
動
車
事
故
対
策

セ
ン
タ
ー
は
、
信
頼
で
き
る
安
全
性

能
評
価
を
公
表
し
、
よ
り
安
全
な
自

動
車
を
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど

を
目
的
に
「
自
動
車
ア
セ
ス
メ
ン

ト
」
の
結
果
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
３
種
類
の
衝
突

14

試
験
（
フ
ル
ラ
ッ
プ
前
面
衝
突
試
験
、

オ
フ
セ
ッ
ト
前
面
衝
突
試
験
、
側
面

衝
突
試
験
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

基
づ
き
総
合
評
価
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
長
岡
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
・

‐
１
１
３
１
ま
た
は
、

22

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
れ
ま
す
。

栃
尾
空
手
道
会

会
員
募
集
中

自
動
車
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(

年
度
版)

を
発
表

14

24
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見
て
満
腹
！
作
っ
て
満
足
!!

お
い
し
い
ア
ー
ト
展
６月24日(火)
～８月31日(日)
月曜休館
9 00～17 00: :

(発券は まで)16 30:
・５３－６３００

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
「
食
」
。
生
き
る
た

め
、
成
長
す
る
た
め
、
そ
し
て
人

生
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
最
も
身

近
で
重
要
な
も
の
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
こ
の
展
覧
会
は
、
少
し
見

方
を
変
え
て
、
そ
ん
な
「
食
」
を

ア
ー
ト
と
し
て
楽
し
む
も
の
で
す
。

普
段
何
気
な
く
食
べ
て
い
る
食

材
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ィ

ア
と
ユ
ー
モ
ア
で
素
敵
な
ア
ー
ト

に
大
変
身
。
い
ま
に
も
ピ
チ
ピ
チ

と
動
き
だ
し
そ
う
な
本
物
そ
っ
く

り
の
“
お
魚
ア
ー
ト
”
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
食
堂
で
見
か
け
る
“
食
品

サ
ン
プ
ル
”
を
展
示
す
る
ほ
か
、

フ
ァ
ミ
レ
ス
や
コ
ン
ビ
ニ
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

親
子
や
家
族
で
「
食
」
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

観
覧
料

一

般
…
五
百
円

大
学
・
高
校
生
…
三
百
円

中
学
生
以
下
…
無
料

◆
絵
本
読
み
聞
か
せ｢

お
い
し
い
話｣

７
／
６
・

、
８
／

と

き

27

、
い
ず
れ
も
日
曜
日
の

17

14

時
〜

◆
食
品
サ
ン
プ
ル
作
り
実
演

８
／

①

時
〜

と

き

17
（日）

10

②

時
〜

14

◆
あ
め
細
工
実
演

８
／

①

時
〜

と

き

31
（日）

10

②

時
〜

14

◆
木
で
遊
ぼ
う
！

夏
休
み
木
工
教
室
（
要
予
約
）

８
／

と

き

10
（日）

◆
こ
ど
も
造
形
教
室
（
要
予
約
）

７
／

・

、

と

き

19
（土）

31
（木）

８
／
８
（金）

<

お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト>

◆
美
の
祭
典

６
月

日

９
時
〜

時
、

日

９

と

き

14

（土）

17

15

（日）

時
〜

時

分

15

30
次
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
▽
日
本
画

内

容
▽
洋
画
▽
書
道
▽
写
真
▽
工
芸
、
版
画
、
彫
塑

な
ど
▽
生
け
花
、
俳
句
、
盆
栽
、
銘
石
、
山
野

草
、
日
本
鶏
▽
無
線
体
験
▽
園
児
・
学
生

◆
市
民
芸
能
ま
つ
り

６
月

日

時
〜

時

分
（
予
定
）

と

き

15

（日）
10

15

30

神
楽
、
民
謡
、
詩
吟
、
マ
ジ
ッ
ク
な
ど

内

容

※
作
品
や
出
演

者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

文
化

問
合
せ

協
会
・
吉
野

・

‐
４
３

52
９
４

市民芸術祭とちお

６月14日(土)・15日(日)、おりなす

市民芸能まつり

パ
ン
の
焦
げ
で
描
か
れ
た
モ
ナ
リ
ザ



７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ

せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
栃
尾
市
で
も
左
記
の
催
し
を

実
施
し
ま
す
。

７
月
５
日

午
後
１
時

と

き

（土）

30

分
〜

文
化
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会

と
こ
ろ

議
室

内

容

▽
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
セ
レ
モ

午
後
１
時

分
〜
２
時

ニ
ー

30

午
後
２
時
〜
３
時

分

▽
講
演
会

30

講

師

長
岡
少
年
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
職
員

最
も
身
近
な
問
題
で
あ
る
青
少

年
の
非
行
に
つ
い
て
、
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で

す
。
ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

「
君
は
一
人
じ
ゃ
な

▽
ビ
デ
オ
上
映

い
」

午
後
３
時

分
〜
４
時

30

犯
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
を

図
る
た
め
、
愛
の
協
力
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
７
月
に
区
を
通
じ
、
各
家

庭
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
尾
地
区
保
護
司
会
事
務

問
合
せ

局
社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８

52

９
５

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
救
援
や

海
外
援
助
な
ど
の
人
道
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
事
業
資
金
は
皆

さ
ん
の
善
意
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

赤
十
字
社
員
募
集
運
動

７
月
に
区
を
通
じ
、
各
家
庭
に
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
赤
栃
尾
市
地
区
事
務
局

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

‐
５
８
９
５

52

平成15年

6.18
□乳幼児健診

保健福祉センター会 場 ▼

（新栄町2-2-23）
午後１時までに集合時 間 ▼

◎１歳６カ月児健診、２歳６カ
月児歯科健診、３歳児歯科健
診では、歯科健診があります
ので健診前に歯を磨いておい
てください。また、希望者に
フッ素塗布を実施します。
※母子手帳、問診票を忘れずに持
参してください。

くん酒井 日向
ひゅうが

（新栄町）
６月11日
３歳児

健診会場で

□予防接種
市民会館２階会 場 ▼

午後１時～１時10分（受付時間）時 間 ▼

種 類 月 日 対象者生年月

15.３～15.４ツベルクリン ７月29日(火)
反応検査
判定・ＢＣＧ 15.３～15.４７月31日(木)
※母子手帳は忘れずに持参してください。
※予診票は、必ず記入してきてください。
（体温は会場で測って頂きます）

※別冊の「予防接種と子どもの健康」を必ず読
んできてください。

□総合健康相談、子育て相談
◎赤ちゃんのことからお年寄りのことまで、健康に
ついて相談のある人は、おいでください。

医師、保健師、栄養士、助産師相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
７月22日(火) 保健福祉センター 午後１時～２時
◎７月は、離乳食講習会を行います。

栄養士、保健師、助産師、保育士相談担当者 ▼

月 日 会 場 時 間
７月23日(水) 保健福祉センター 午後１時～３時
※総合健康相談、子育て相談においでになる人は、
事前に保健福祉課まで連絡ください。 52-5836

□心の悩み精神保健相談
７月11日(金）午後２時～３時日 時 ▼

保健福祉センター（新栄町2-2-23）会 場 ▼

長岡健康福祉環境事務所 33-4931問合せ ▼

※事前に予約ください。

健 診 名 月 日 対象者生年月
７ カ 月 児 健 診 ７月11日(金) 14年12月生まれ
１歳６カ月児健診 ７月10日(木) 14年１月生まれ

７月16日(水) 13年１月生まれ２歳６カ月児歯科健診
３歳児歯科健診 ７月16日(水) 12年７月生まれ
３ 歳 児 健 診 ７月９日(水) 12年2･3月生まれ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

｢

青
少
年
非
行
問
題
に
つ
い
て｣

講
演
会

病
気
や
事
故
の
治
療
に
使
わ

れ
る
輸
血
用
血
液
は
、
皆
さ
ん

の
善
意
の
献
血
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月

日

時
〜

と

き

16

（水）
10

時

分
、

時

分
〜

12

30

13

30

15

時

分
30

栃
尾
市
民
会
館

と
こ
ろ

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

７
月
１
日
〜
７
月

日
31

◇
愛
の
協
力
運
動
会
費

人口 ２４,６９３人 男 １２,０７１人 女 １２,６２２人 世帯数 ７,３６９
市のようす

５月末現在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
は
、
手
話
協

力
員
に
よ
る
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人

の
た
め
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
毎
週
木
曜
日
（
第
５
木

曜
日
を
除
く
）

時
〜

時
に
変
更

13

16

し
ま
し
た
。ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

‐

問
合
せ

32

１
１
８
１

月

日

時
〜

と

き

10

26

（日）
10

長
岡
技
術
科
学
大
学

と
こ
ろ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡

手
話
協
力
員
の
相
談
日
変
更

介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験

保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関

対

象
す
る
国
家
資
格
な
ど
を
持
ち
、
５

年
以
上
の
従
事
経
験
が
あ
る
人

７
月

日

願
書
の
提
出
・
問
合
せ

14

か
ら
８
月

日

ま
で
に
県
高

（月）

15

（金）

齢
福
祉
保
健
課
介
護
事
業
係
〒
九

五
〇
‐
八
五
七
〇

０
２
５
‐
２

８
５
‐
５
５
１
１
内
線
２
５
２
３
、

２
５
２
７
、
２
５
２
８

▽
夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
参

加
者
募
集
！

キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
自

然
観
察
や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、
ク
ラ

越
後
丘
陵
公
園７

月
の
催
物

フ
ト
教
室
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

７
月

日

時
〜

と

き

20

（日）
10

21

日

時
（
１
泊
２
日
）

（祝）
12

人(

先
着
順

組
程

定

員

100

25

度)

高
校
生
以
上
…
千
五
百

参
加
費

円
、
小
・
中
学
生
…
五
百
円
、

幼
児
…
四
百
円(

保
険
料
な
ど)

７
月
６
日

ま
で

申
込
期
限

（日）

▽
サ
タ
デ
ー
ガ
イ
ド

管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
が
、
里
山

の
自
然
を
中
心
に
案
内
し
ま
す
。

７
月

日
（
毎
月
第
２

と

き

12

土
曜
日
）

時
〜

時

10

12

▽
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
コ
ー

ナ
ー公

園
内
で
穫
れ
た
無
農
薬
ハ
ー

ブ
で
午
後
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？７

月

日
（
毎
月
第
２

と

き

13

日
曜
日
）

時
〜

時

14

16人
、
二
百
円

定
員
・
参
加
費

50

▽
ラ
ベ
ン
ダ
ー
と
キ
ャ
ン
ド
ル
の
ブ

ル
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

７
月

日
（
毎
月
第
４

と

き

27

日
曜
日
）

時
〜

時

14

15人
、
二
百
円

定
員
・
参
加
費

30

▽
無
料
公
開
日
…
７
月

日
20

（日）

入
園
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
駐

車
料
金
は
有
料

▽
サ
マ
ー
タ
イ
ム
の
案
内

７
月

日

〜
８
月

日

は

20

（日）

17

（日）

開
園
時
間
を
９
時

分
〜

時
に

30

19

延
長
。
ほ
か
の
期
間
は

時
ま
で

17

越
後
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

長 岡 圏 域
イベント情報
http://www.kouiki.nagaoka.niigata.jp

【長岡市】
リリック能楽鑑賞会▽

７月５日(土)開演14:30と き
ＮＨＫ交響楽団演奏会長岡公演▽

７月16日(水)開演19:00と き
ところ・問合せ
いずれも長岡リリックホール 29-7711

【小千谷市】
国指定重要無形民俗文化財｢牛の角突き｣▽

７月６日(日)13:00～と き
小千谷闘牛場（小栗山）ところ
商工観光課 83-3512問合せ

【見附市】
七夕Jazzライブ▽

６月29日(日)と き
・ 文化ホール 63-5321ところ 問合せ

【中之島町】
チェン・ミン二胡ライブ2003▽

７月14日(月)と き
・ 文化センター 66-1310ところ 問合せ

【出雲崎町】
第17回出雲崎おけさ全国チャンピオン大会▽

７月20日(日)と き
町民体育館ところ
企画振興課 78-2291問合せ

【川口町】
蒼丘の杜カップゴルフ大会▽

６月29日(日)と き
・ ファミリーゴルフ場 89-ところ 問合せ

4171
【山古志村】
牛の角突き▽

７月20日(日)12時～と き
池谷闘牛場ところ
産業課 59-2330問合せ

杜
々
の
森
名
水
公
園
内
で
は
、

自
然
保
護
と
安
全
の
た
め
、
通

常
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
で
の
火
の

使
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

火
を
使
う
場
合
は
、
管
理
事

務
室
（
名
水
会
館
内
）
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

管
理
組
合
・
ア
ト
レ

問
合
せ

と
ど

‐
３
０
５
０

58

>

火
の
取
扱
い
に
注
意

５月 5件

15年累計 23件

0人

0人

6人

25人
～ 出かける前に 一声かけよう

～「車に気をつけて 」!



産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
「
お
り
な

す
」
で
行
う
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
応
用
講
座
」

中
級
向
け
で
、
デ
ー
タ

内

容
ベ
ー
ス
入
門
・
デ
ー
タ
の
並
べ

替
え
、
ク
ロ
ス
集
計
・
関
数
・

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
へ
の
埋
め
込
み
な
ど

を
学
習
し
ま
す
。

７
／
６

・

・

と

き

（日）

12
（土）

20

・

、
い
ず
れ
も

時

（日）

26
（土）

13

30

分
〜

時

分

16

30

お
り
な
す

パ
ソ
コ
ン
講
座

四
千
円

受
講
料

人
（
先
着
順
）

定

員

15

◆
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
入
門
講
座
」

初
級
向
け
で
、
グ
ラ
フ

内

容
の
作
成
な
ど
を
学
習
し
ま
す
。

７
／
８

・

・

と

き

（火）

10
（木）

15

・

・

・

、
い

（火）

17
（木）

22
（火）

24
（木）

ず
れ
も

時
〜

時

19

21

四
千
円

受
講
料

人
（
先
着
順
）

定

員

20

※
受
講
料
の
ほ
か
に
テ
キ
ス
ト
代
が

必
要

開
催
日
７
日
前

申
込
み
・
問
合
せ

ま
で
に
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
お
り

な
す

‐
１
３
３
１

51
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「
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
債
務
の

請
求
書
が
ハ
ガ
キ
で
届
い
た
」
と

い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
架
空
請
求

書
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
よ

う
に
対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

　
請
求
書
が
届
い
て
も
無
視
し
、

支
払
わ
な
い

　
業
者
に
は
絶
対
に
電
話
し
な
い

（
電
話
番
号
を
知
ら
せ
な
い
）

　
今
後
の
た
め
に
、
届
い
た
書
類

は
捨
て
な
い
で
保
管
し
て
お
く

　
根
拠
の
な
い
悪
質
な
取
り
立
て

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
情
報

交付金 共同取組活動 農家交付金 交付金 共同取組活動 農家交付金
整理 集 落 交付金対象 整理 集 落 交付金対象

㎡ 円 充当金 円 円 ㎡ 円 充当金 円 円
番号 協定名 面積 番号 協定名 面積

1 小 貫 37,325 783,825 156,765 627,060 21 寒 沢 135,342 2,811,970 562,394 2,249,576

2 土ケ谷 122,756 2,415,324 483,067 1,932,257 22 吹 谷 212,525 4,463,025 446,303 4,016,722

3 二日町 14,361 301,581 60,318 241,263 23 北荷頃 762,784 15,785,218 3,157,037 12,628,181

4 滝之口 135,685 1,702,356 340,460 1,361,896 24 一之貝 995,993 20,852,543 4,179,836 16,672,707

5 入塩川 407,201 8,275,049 1,655,012 6,620,037 25 軽井沢 213,354 4,033,182 790,978 3,242,204

6 本 所 128,103 2,340,619 468,112 1,872,507 26 比 礼 127,749 2,536,505 507,301 2,029,204

7 山葵谷 237,275 4,926,615 985,400 3,941,215 27 本津川 119,682 2,326,863 465,365 1,861,498

8 葎 谷 133,421 2,682,462 536,492 2,145,970 28 田之口 199,724 4,168,399 833,669 3,334,730

9 52,422 1,100,862 220,170 880,692 29 西野俣 194,303 4,039,283 807,846 3,231,437平中野俣

10 梅野俣 64,294 1,133,035 226,608 906,427 30 中 178,155 3,741,255 748,240 2,993,015

11 天 平 29,982 629,622 62,962 566,660 31 木山沢 132,772 2,788,212 557,630 2,230,582

12 宮 沢 69,732 1,464,372 146,431 1,317,941 32 森 上 255,582 5,367,222 1,073,433 4,293,789

13 菅 畑 26,847 563,787 112,757 451,030 33 507,444 9,806,592 1,984,918 7,821,674西中野俣

14 赤 谷 249,724 5,160,107 514,304 4,645,803 34 繁 窪 285,080 5,986,680 1,214,927 4,771,753

15 小 向 52,990 1,112,790 222,560 890,230 35 新 山 323,695 6,764,068 1,352,814 5,411,254

16 栃 堀 336,039 7,016,545 701,590 6,314,955 36 半蔵金 1,130,759 23,695,343 2,371,132 21,324,211

17 下来伝 109,618 2,180,662 218,285 1,962,377 37 田 代 146,162 2,955,795 591,154 2,364,641

18 上来伝 342,518 7,147,313 1,429,447 5,717,866 38 泉 89,422 1,816,788 362,800 1,453,988

19 松 尾 178,718 3,753,078 750,614 3,002,464

20 栗山沢 128,916 2,697,733 1,094,171 1,603,562 計 8,868,454 181,326,680 32,393,302 148,933,378

中山間地域等直接支払制度の実施状況
平成14年度中山間地域等直接支払制度の実施状況をお知らせします。
この制度は、12年度から５年間、中山間地域での農用地の荒廃を防ぎ、継続的な農業生産活動を通

じ、農地の持つ多面的機能を確保する目的で実施されているものです。交付金は、直接農用地の農業
管理者に交付されています。農業管理者は集落協定で定められた割合を拠出し、集落の共同取組活動
（農道や水路の管理、共同機械の購入や地域の活性化活動）に取り組んでいます。

や
強
引
な
取
り
立
て
は
、
警
察

に
届
け
る新

潟
県
消
費
生
活
セ
ン

相
談
先

タ
ー
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１

９
６
、
ま
た
は
商
工
観
光
課
・

‐
５
８
２
７
、
栃
尾
警
察
署

52・

‐
０
１
１
０

53

◆
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
相
談

時
間
を
変
更
し
ま
し
た
。

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
悪

質
商
法
の
相
談
に
、
日
曜
日
も
電

話
で
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

月
〜
金
曜
日
、
日
曜

相
談
時
間

日

時
〜

時

分

10

16

30

※
平
日
は
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。

１
カ
月
以
上
、
ガ
ス
や
水
道
を
利

用
し
な
い
場
合
は
、
休
止
・
開
始
の

手
続
き
（
い
ず
れ
も
五
百
円
の
手
数

料
が
必
要
）
を
し
て
く
だ
さ
い
。
期

間
中
の
使
用
料
負
担
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
カ
月
間
使
用
し
な
く
て
も
、
水

道
で
千
六
百
三
十
円
、
ガ
ス
で
六
百

二
十
円
の
基
本
料
金
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
漏
れ
な
ど
に
よ
る
過

量
の
負
担
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ガ
ス
水
道
局

‐
５
８

問
合
せ

52

２
６

大
切
な
人
が
突
然
、
け
が
や
病
気

に
お
そ
わ
れ
た
と
き
、
あ
な
た
は
何

か
手
当
を
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
か
。

救
急
隊
が
到
着
す
る
前
に
家
族
や

友
だ
ち
な
ど
に
よ
っ
て
心
肺
そ
生
法

が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
救
命
率
は
高
く

な
り
ま
す
。

万
一
の
と
き
の
た
め
「
応
急
手

当
」
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

誰
で
も
出
来
る
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

ガ
ス
・
水
道
を
長
期
間

使
用
し
な
い
時
は

教
室
・
講
座

７
月

日

９
時
〜

時

と

き

13

（日）

12

消
防
署
会
議
室

と
こ
ろ

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

対

象

受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付

そ
の
他

７
月
７
日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

（月）

で
に
消
防
本
部

‐
１
１
５
５

52

美
術
館
は
、
６
月

日

か
ら
８

24

（火）

月

日

ま
で
（
月
曜
休
館
・
９
時

31

（日）

〜

時)
、｢
お
い
し
い
ア
ー
ト
展
」

17
を
開
催
し
ま
す
。

同
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
、
「
お
い

し
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

●
絵
本
読
み
聞
か
せ

「
お
い
し
い
話
」
を
楽
し
も
う
！

７
月
６
日
・

日
、
８

と

き

27

月

日
、
い
ず
れ
も
日
曜
日
の

17時
〜

14

美
術
館
「
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

と
こ
ろ

ン
・
シ
ア
タ
ー
」

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

◇
こ
ど
も
造
形
教
室

「
自
然
か
ら
の
贈
り
も
の
で
ア
ー
ト

し
よ
う
」

と
き
・
内
容

Ａ
…
７
／

「
は
っ
ぱ
の
か
が

19
（土）

や
き
」
い
ろ
い
ろ
な
葉
っ
ぱ
を

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
見
立
て
、

大
き
な
作
品
を
作
り
ま
す
。

お
い
し
い
ア
ー
ト
展

美
術
館

｢

お
い
し
い
イ
ベ
ン
ト｣

Ｂ
…
７
／

「
し
な
や
か
な
小

31
（木）

枝
」
い
ろ
い
ろ
な
形
の
小
枝
を

集
め
て
作
品
を
作
り
ま
す
。

Ｃ
…
８
／
８

「
あ
ざ
や
か
な

（金）

風
」
風
に
揺
れ
る
手
ま
り
が
ヒ

ン
ト
？
タ
イ
の
手
漉
き
紙
に
い

す

ろ
い
ろ
な
線
を
刷
っ
て
作
品
を

作
り
ま
す
。

Ｄ
…
８
／

「
色
い
ろ
イ
ロ
の

24
（日）

粘
土
か
ら
　
」
陶
芸
に
挑
戦
し

ま
す
。

Ｅ
…

／

「
色
い
ろ
イ
ロ
の

10

25
（土）

粘
土
か
ら
　
」
１
回
目
と
は
違

う
作
品
を
作
り
ま
す
。

Ｆ
…

／
１

「
秋
を
あ
つ
め
る

11

（土）

　
」
秋
の
色
を
お
し
ば
で
残
そ

う
Ｇ
…

／

「
秋
を
あ
つ
め
る

11

22
（土）

　
」
お
し
ば
や
木
の
実
で
作
品

を
作
り
ま
す
。

Ｈ
…

／
６

「
自
然
の
か
た
ち

12

（土）

か
ら
」
植
物
の
根
、
つ
る
、
枝

な
ど
を
切
っ
た
り
、
曲
げ
た
り

し
て
作
品
を
作
り
ま
す
。

い
ず
れ
も

時

分
〜

時

分

13

30

15

30

小
・
中
学
生
（
親
子
で

対

象
の
参
加
も
可
）

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
…
長
谷
部

講

師
昇
さ
ん
（
画
家)

、
Ｄ
・
Ｅ
…

栃
尾
道
楽
窯
の
皆
さ
ん
、
Ｆ
・

Ｇ
・
Ｈ
…
深
澤
三
枝
子
さ
ん

（
造
形
作
家
）

無
料
。
た
だ
し
、
Ｄ
と

参
加
費

Ｅ
は
１
回
五
百
円

い
ず
れ
も

人(

先
着

定

員

20

順)

６
月

日

か

申
込
み
・
問
合
せ

24

（火）

ら
美
術
館

‐
６
３
０
０

53

ふ
る
さ
と
栃
尾
の
文
化
・
歴
史
を

訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
行
き
先

第
１
回

６
月

日

「
外
山
家

28

（土）

庭
園
・
羽
黒
神
社
」

ふ
る
さ
と

歴
史
探
訪
講
座

第
２
回

７
月

日

「
東
光
寺

20

（日）

・
曹
源
寺
・
杜
々
の
森
」

第
３
回

８
月

日

「
し
だ
れ

17

（日）

桜
・
下
来
伝
の
大
杉
・
貴
渡
神

た
か
の
り

社
」

第
４
回

９
月

日

「
見
送
り

28

（日）

地
蔵
・
茨
木
童
子
・
御
殿
場
」

い
ず
れ
も
８
時

分
〜

時
（
文

30

12

化
セ
ン
タ
ー
集
合
・
解
散
）

い
ず
れ
も

人(

先
着
順)

定

員

25

い
ず
れ
も

円(

保
険
料)

参
加
費

50

※
コ
ー
ス
ご
と
の
申
し
込
み
も
可

参
加
費
を
添
え

申
込
み
・
問
合
せ

て
生
涯
学
習
課

‐
２
０
２
０

52
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皆
さ
ん
の
地
域
の

を

一
品
、
一
景

見
つ
け
て
く
だ
さ
い

市
は
、
市
の
活
性
化
を
図
る
た

め
市
内
の
全
区
を
対
象
に
、
各
地

区
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

を
掘
り
起
こ
す
「
一
村
一
品
、
一

景
チ
ェ
ッ
ク
事
業
」
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
各
区
の
区
長
を

通
じ
て
区
単
位
で
実
施
す
る
も
の

で
す
。

皆
さ
ん
の
地
域
で
観
光
資
源
と

し
て
、
ま
た
活
性
化
に
役
立
つ
と

思
わ
れ
る
素
材
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
区
長
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

対
象
と
な
る
も
の

地
域
の
歴
史
や
史
跡
、
区
内
で
景

色
の
よ
い
場
所
、
珍
し
い
年
中
行

事(

民
俗
行
事
を
含
む)

、
伝
承
文

化(

伝
説
な
ど)

、
い
わ
れ
の
あ
る

神
社
、
石
仏
、
鉱
泉
、
清
水
、
山

野
草
、
山
菜
な
ど

７
月

日

調
査
票
の
提
出
期
限

25

（金）

ま
で
に
区
長
は
企
画
財
政
課
へ

企
画
財
政
課

‐
５
８

問
合
せ

52

１
６

道の駅｢Ｒ290とちお｣

休憩コーナー
◆栃尾の昆虫 甲虫、蝶、トンボ(青木翔吾、星野善博、辺見行雄)

６／29(日)～７／13(日)



８
月

日

９
時

分
〜

と

き

14

（木）

30

種
目
・
会
場

軟
式
野
球

小
学
生
…

栃
尾
東
・
栃
尾
南
小
学
校

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

小
学
生
女
子
…

総
合
体
育
館

軟
式
野
球

中
学
生
…

刈
谷
田
中
学
校ソ

フ
ト
バ
レ
ー

中
学
生
女
子
…

催

し

第

回
43

少
年
少
女
球
技
大
会

刈
谷
田
中
学
校

市
内
在
住
の
小
・
中
学
生

対

象

原
則
と
し
て
町
内

チ
ー
ム
編
成

（
行
政
区
）
単
位

７
月

日

ま

申
込
み
・
問
合
せ

11

（金）

で
に
総
合
体
育
館
内
大
会
事
務
局

‐
５
５
７
１

52

７
月

日

開
演

時

と

き

13

（日）

15

市
民
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

と
こ
ろ

ふ
る
さ
と
再
発
見

主
な
演
奏
内
容

を
テ
ー
マ
に
▽
混
声
合
唱
組
曲

「
生
ま
れ
た
街
」
▽
女
声
＆
混
声

栃
尾
混
声
合
唱
団

第

回
定
期
演
奏
会

24

合
唱
で
唱
歌
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で

高
校
生
以
上
五
百
円
（
障

入
場
料

害
者
手
帳
提
示
の
場
合
、
無
料
）

矢
沢

‐
６
０
５
３

問
合
せ

53

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
推
進
委
員
会

は
、
市
の
活
性
化
を
目
指
し
、
昨
年

に
引
き
続
き
１
割
お
得
な
「
と
く
と

く
商
品
券｣(

共
通
商
品
券
）
を
発
行

し
ま
す
。

額
面
１
枚
千
円
（
お
得
な

商
品
券

１
割
分
含
む
発
行
総
額
一
億
一
千

万
円
）

枚
１
組
を
一
万
円
で

購
入
方
法

11

購
入
で
き
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
で

商
品
券
取
扱
事
業
所

表
示
さ
れ
た
加
盟
店
（
後
日
、
新

聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）７

月

日

時

発
行
日
・
場
所

18

（金）
10

〜

時
、
本
町
商
工
会
館
。
そ
の

18
後
、
長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店
窓

口
で
完
売
し
だ
い
終
了

７
月

日

〜
９
月

有
効
期
間

18

（金）

23

日
（祝）

購
入
者
１
人
二
十
万

購
入
限
度
額 そ

の
他

｢

と
く
と
く
商
品
券｣

を

発

行

円
（
額
面
二
十
二
万
円
）

商
工
会

‐
４
１
９
１

問
合
せ

52

８
月

日

上
映

時

と

き

10

（日）

10

（
開
場
９
時

分
）

30

長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル

と
こ
ろ

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

対

象
長
編
ア
ニ
メ
映
画
鑑
賞
会

｢

ア
イ
ス
・
エ
イ
ジ｣

１
、
５
０
０
人(

先
着
順)

定

員

無

料

入
場
料

７
月
５
日

の
朝
刊
に
チ

入
場
券

（土）

ラ
シ
を
折
り
込
み
ま
す
。
チ
ラ
シ

下
欄
の
申
込
書
に
記
入
し
、
長
岡

信
用
金
庫
栃
尾
支
店
で
入
場
券
に

引
き
替
え
て
く
だ
さ
い
（
引
替
期

間
は
、
７
月
７
日

〜

日

）

（月）

18

（金）

長
岡
信
用
金
庫
栃
尾
支
店

問
合
せ
‐
１
１
２
２

52
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月
の
催
物

県
立
自
然
科
学
館

７

☆
夏
の
特
別
展

「
探
検

か
ら
だ
の
ひ
み
つ
」

！

７
月

日

〜

と

き

25

（金）
８
月

日
31

（日）

☆
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
夏
番
組

「
お
じ
ゃ
る
丸

い
ん
石
小
僧
が

ふ
っ
て
き
た
！
」

８
月

日

ま
で

と

き

31

（日）

大
人
二
百
円
、
小
・

観
覧
料

中
学
生
百
円
、
幼
児
無
料

▽
５
日

・
６
日

☆
各
種
教
室

（土）

　

時
〜
　

時
〜｢

科
学

（日）

11

14

映
画
会
」
▽
６
日

時
〜

（日）
19

｢

星
空
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ｣(

要
予

約)

、
　

時
〜
　

時
〜
　

13

14

時
〜｢

紙
で
作
る
プ
ラ
ネ
タ

15リ
ウ
ム
」
▽

日

　

時
〜

13

（日）

13

　

時
〜｢

か
ら
く
り
の
世
界｣

15

▽

日

時
〜｢

星
空
ウ
ォ

25

（金）
19

ッ
チ
ン
グ｣(

要
予
約)

▽

日
27

時
〜｢

生
物
の
長
さ
を
は

（日）
13

か
ろ
う｣(

要
予
約)

、
　

時
13

〜
　

時
〜
　

時
〜｢

宇
宙

14

15

の
話
」
▽

日

時
〜｢

楽

31

（木）
13

し
い
化
学
実
験
」

※
教
室
に
よ
っ
て
は
、
入
館
料
の

ほ
か
に
参
加
料
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。

毎
週
月
曜
日
（
た
だ
し
、

休
館
日

祝
日
の
場
合
は
火
曜
日)

、
15

日

、

日

（火）

23

（水）

新
潟
市
女
池
南
３
‐
１

問
合
せ

‐
１
新
潟
県
立
自
然
科
学
館

｢とちお祭り｣花火寄附のお願い

８月22日･23日･24日に「とちお祭り」が開催
されます。夏の夜空を彩る祭りのフィナーレ大
花火大会に、皆さんの参加をお待ちしています。

８月24日(日) 夜７時30分～◇大花火大会
◇花火代金（消費税込み）
種 類 金 額 種 類 金 額
４号玉 6,700円 80,000円スターマイン
５号玉 10,200円 100,000円スターマイン
７号玉 21,500円 150,000円以上スターマイン
10号玉 46,000円 早打･段打 玉代の１割増
※スターマインは金額により、どのようにも
調整します。

７月18日(金)まで◇申込期限
慶事など、どなたでもご参加いただけます

ので、お気軽にご相談、お申し込みください。
商 工 会・５２－４１９１◇申込み・問合せ
観光協会・５１－１１９５

杜々の森｢アトレとど｣

展示コーナー ◆涼を呼ぶ(東谷毛筆クラブ) ７／４(金)～14(月)

市
が
保
有
す
る
二
カ
所
の
宅
地
を

分
譲
し
ま
す
。
分
譲
地
は
、
金
沢
四

丁
目
と
東
が
丘
の
国
道
二
九
〇
号
バ

イ
パ
ス
に
近
接
す
る
日
当
た
り
の
良

い
土
地
で
す
。
申
し
込
み
順
に
分
譲

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
め
に
総

務
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
金
沢
四
丁
目
分
譲
地

栃
尾
市
金
沢
四
丁
目

土
地
の
所
在現

況
宅
地
（
登
記
地
目

地

目
が
畑
の
た
め
、
売
買
契
約
後
、

農
地
転
用
許
可
申
請
が
必
要
）

前
面
道
路
か
ら
ガ
ス
水

施

設
道
、
下
水
道
の
引
き
込
み
を
要

し
ま
す
。

◎
東
が
丘
分
譲
地

栃
尾
市
東
が
丘

土
地
の
所
在区

画
　
　
〜
　
は
ガ
ス

施

設
水
道
、
下
水
道
引
き
込
み
済
み
。

区
画
　
　
は
前
面
道
路
か
ら
ガ

ス
水
道
、
下
水
道
の
引
き
込
み

を
要
し
ま
す
。

市
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
宅
に
困

っ
て
い
る
人
、
ま
た
は
栃
尾
市
内
に

住
む
こ
と
を
希
望
す
る
市
外
の
人
で
、

◆
分
譲
地
の
概
要

◆
申
込
み
資
格

一
世
帯
一
区
画
を
限
度
と
し
ま
す
。

買
い
受
け
の
日
か
ら
原
則
と
し
て
、

五
年
以
内
に
住
宅
を
建
築
す
る
こ
と
。

ま
た
、
十
年
以
内
の
転
売
を
禁
止
し

ま
す
。

完
売
す
る
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

総
務
課
管
財
係

‐
５
８
１
５

52

◆
売
買
契
約
の
特
約

◆
受
付
期
間

◆
申
込
み
・
問
合
せ
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金
沢
４
丁
目

８
区
画

東

が

丘

６
区
画

№ 面積(坪) 坪単価 分譲価格
� 71.90 65,000 4,673,500
� 71.63 60,000 4,297,800
� 83.66 60,000 5,019,600
� 83.06 60,000 4,983,600
� 83.02 60,000 4,981,200
� 84.40 60,000 5,064,000
� 90.41 60,000 5,424,600
� 92.55 60,000 5,553,000

金沢４丁目分譲地

東が丘分譲地

№ 面積(坪) 坪単価 分譲価格
� 87.76 55,000 4,826,800
� 88.17 55,000 4,849,350
� 88.57 55,000 4,871,350
� 96.91 55,000 5,330,050
� 96.00 55,000 5,280,000
� 92.74 50,000 4,637,000

坪
５
０
、
０
０
０
円
〜

文化センター

ギャラリーとちお

宅
地
分
譲
中

◆生け花展（池坊栃尾華道会） ◆愛石展（栃尾愛石会）
７／５(土)・６(日) ７／９(水)～16(水)
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